
同
格
の
ガ
・
対
象
を
指
し
示
す
ガ
・
特
指
の
ガ

田

中

み
ど
り

一

同
格
の
ガ
・
対
象
を
指
し
示
す
「
ガ
」「
ノ
」・
特
指
の
ガ

一
・
一

同
格
の
ガ

一
・
二

対
象
を
指
し
示
す
「
ガ
」「
ノ
」

一
・
三

特
指
の
ガ

二

上
代

二
・
一

上
代
の
ガ

二
・
二

同
格
の
ガ

二
・
三

願
望
の
対
象
を
指
し
示
す
ガ

二
・
四

「
見
ゆ
」「
思
ほ
ゆ
」
の
対
象
を
指
し
示
す
ガ
・
ノ

二
・
五

特
指
の
ガ

三

平
安
期
か
ら
江
戸
期
の
ガ

四

現
代
の
ガ

上
代
の
ガ
に
は
、
古
事
記
の
「
わ
が
二
人
」
に
同
格
の
ガ
が

認
め
ら
れ
る
。

記
紀
萬
葉
の
「
見
が
欲
し
」
は
「
見
る
こ
と
が
欲
し
い
」、

萬
葉
集
の
「
妹
が
見
ま
く
欲
し
」
は
「
妹
を
見
た
い
」
で
、
ガ

は
願
望
の
対
象
を
指
し
示
す
。
自
発
の
「
君
が
見
ゆ
」「
妹
が

思
ほ
ゆ
」
の
ガ
は
、「
見
え
る
」「
思
わ
れ
る
」
の
対
象
を
指
し

示
す
。
不
可
能
の
「
妹
が
見
え
ぬ
」
の
ガ
も
「
見
え
ぬ
」
の
対

象
を
指
し
示
す
。
こ
れ
ら
を

対
象
を
指
し
示
す
ガ

と
名
付

け
る
。
こ
れ
は
、
現
代
語
の
「
絵
が
見
た
い
」「
山
が
見
え
る
」

「
山
が
見
え
な
い
」
な
ど
と
同
じ
で
あ
る
。

天
草
版
イ
ソ
ホ
物
語
に
は
「
用
心
が
要
る
」
の
用
例
が
あ
り
、

こ
の
ガ
は
必
要
の
対
象
を
指
し
示
し
、
こ
れ
も
現
代
語
に
続
く

も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
萬
葉
集
の
「
吾
が
背
子
を

大
和
へ
遣
る
と

さ
夜

ふ
け
て

暁
露
に

吾
が
立
ち
濡
れ
し
（
吾
立
所
霑
之
）」
の

「
暁
露
に
吾
が
立
ち
濡
れ
し
」
は
、
連
体
形
止
め
で
詠
嘆
を
あ

ら
わ
す
と
考
え
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
ひ

そ
か
に
別
れ
を
告
げ
に
来
た
弟
を
思
い
、
い
つ
ま
で
も
そ
の
場

に
立
ち
尽
く
す
姉
の
慟
哭
の
こ
め
ら
れ
た
、
強
い
こ
と
ば
で
、

こ
の
場
合
の
「
ガ
」
は
係
助
詞
で
あ
る
と
考
え
る
。
特
別
に
強

く
指
示
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
を

特
指
の
ガ

と
名
付

け
る
。
現
代
語
の
「
私
が
山
田
で
す
。」
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
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本
稿
で
は
、
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記
』（
一
九
九
七
年
）、

小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
』（
一
九
九
四
年
〜
一
九
九
八

年
）、
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
萬
葉
集
』（
一
九
九
九
年
〜
二
〇
〇
三

年
）、
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
伊
勢
物
語
』

１
９
９
７
年
）、
お
う
ふ
う

〞
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｏ

Ｆ
Ａ
Ｂ
Ｖ
Ｌ
Ａ
Ｓ
〝

一
九
五
九
年
）、
小
学
館
日
本
古
典

文
学
全
集
『
洒
落
本

滑
𥡴
本

人
情
本
』（
二
〇
〇
〇
年
）、
小
学
館
日
本
古

典
文
学
全
集
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』（
一
九
九
五
年
）
を
底
本
と
す
る
。
た
だ
し
、

萬
葉
集
の
訓
に
つ
い
て
は
、
適
宜
、
勘
案
す
る
。
以
下
、
新
日
本
古
典
文
学
大

系
を
「
新
大
系
」、
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
を
「
全
集
」、
新
潮
日
本

古
典
集
成
を
「
集
成
」
と
略
す
。

〇
印
は
歌
・
物
語
の
本
文
、
◎
印
は
訳
、
◇
は
引
用
、
※
は
筆
者
の
考
え
を

あ
ら
わ
す
。一

同
格
の
ガ
・
対
象
を
指
し
示
す
「
ガ
」「
ノ
」・
特
指
の
ガ

一
・
一

同
格
の
ガ

格
助
詞
「
ノ
」
の
連
体
格
用
法
の
ひ
と
つ
に

同
格

が
あ
る
。

一
方
、
上
代
に
は
「
ノ
」
と
近
い
は
た
ら
き
を
し
た
「
ガ
」
に
は
、

同
格

の
用
法
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
古
事
記
１
９
歌
謡

〇
葦
原
の

穢
し
き
小
屋
に

菅
畳

弥
清
敷
き
て

我
が
二
人
寝
し

（
和
賀
布
多
理
泥
斯
）

﹇
古
事
記
１
９
歌
謡
﹈

の
全
集
の
訳
は

◎
葦
原
の
中
の
き
た
な
い
小
屋
に
、
菅
の
筵
を
い
よ
い
よ
す
が
す
が
し
く

敷
い
て
、
私
た
ち
二
人
は
寝
た
こ
と
よ

﹇
全
集
『
古
事
記
』
一
六
〇
頁
〜
一
六
一
頁
﹈

と
、「
わ
」
と
「
二
人
」
を
同
格
に
訳
し
て
い
る
。
古
事
記
中
巻
に

〇
於
西
方
、
除
吾
二
人
、
無
建
強
人
。
然
、
於
大
倭
国
、
益
吾
二
人
而
、

建
男
者
、
坐
祁
理
。

﹇
全
集
『
古
事
記
』
二
二
〇
頁
﹈

も
あ
り
、
漢
文
で
は
「
吾
二
人
」
の
語
順
で
あ
る
。
そ
し
て
、
全
集

で
は
こ
れ
を
「
わ
れ
ふ
た
り
」
と
訓
み
、「
私
た
ち
二
人
」
と
訳
し

て
い
る
。
訳
は
、
１
９
歌
謡
の
「
わ
が
二
人
」
の
訳
と
同
じ
「
私
た

ち
二
人
」
で
あ
る
。

◎
西
の
方
に
は
、
私
た
ち
二
人
を
お
い
て
他
に
は
、
猛
々
し
く
強
い
者
は

あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
大
和
国
に
は
、
私
た
ち
二
人
に
も
ま
し
て
、

強
い
男
子
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
。

「
わ
が
二
人
」
は
、
漢
文
の
表
現
と
あ
い
ま
っ
て
、
同
格
の
「
私
た

ち
二
人
」
の
用
法
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
の
と
き
、「
吾
が
二
人
」

の
「
が
」
は
同
格
を
あ
ら
わ
す
。

こ
の
よ
う
に
、
古
事
記
に
は

同
格
の
ガ

が
あ
る
。

一
・
二

対
象
を
指
し
示
す
「
ガ
」「
ノ
」

形
容
詞
は
、
客
観
的
に
も
の
の
属
性
を
あ
ら
わ
す
と
同
時
に
、
主

観
的
に
「
私
が
思
う
」
内
容
を
あ
ら
わ
す
。
た
と
え
ば
、「
別
れ
が
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悲
し
い
」
は
、

別
れ
と
い
う
も
の
は
悲
し
い
も
の
で
あ
る

と
い
う
客
観
的
認
識
を
あ
ら
わ
し
も
す
る
が
、

私
は
別
れ
が
悲
し
い

と
い
う
主
観
的
な
情
意
を
あ
ら
わ
す
こ
と
の
多
い
表
現
で
あ
る
。
ま

た
、「
バ
ラ
は
美
し
い
」
は
、

バ
ラ
の
花
が
美
し
い

と
い
う
一
般
に
同
意
さ
れ
得
る
バ
ラ
の
客
観
的
な
属
性
を
あ
ら
わ
し

も
し
、私

は
バ
ラ
が
美
し
い
と
思
う

と
い
う
主
観
的
な
嗜
好
を
あ
ら
わ
し
も
す
る
。
一
方
に
、「
バ
ラ
な

ん
て
美
し
い
と
は
思
わ
な
い
。」
と
い
う
感
想
も
あ
り
得
る
の
で
あ

る
。
形
容
詞
は
、
そ
の
時
々
に
濃
淡
を
も
っ
て
、
主
観
と
客
観
と
の

間
で
表
現
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
情
意
を
あ
ら
わ
す
形
容
詞
の
場
合
に

そ
れ
は
顕
著
で
あ
る
が
、
状
態
を
あ
ら
わ
す
形
容
詞
で
あ
る
「
高

い
」
の
よ
う
な
場
合
に
も
同
じ
で
、「
山
が
高
い
」
は
一
般
に
山
と

い
う
も
の
の
属
性
を
示
す
が
、
そ
の
「
高
い
低
い
」
は
相
対
的
な
も

の
で
あ
る
。「
私
の
判
断
」
が
そ
こ
に
は
在
る
。

筆
者
は
拙
稿
「『
形
容
詞
語
幹
＋
サ
』
の
詠
嘆
の
意
味

人
の

と
も
し
さ
・
妹
が
か
な
し
さ
・
見
る
が
と
も
し
さ
」（『
京
都
語
文
』

第
２
６
号

二
〇
一
八
年
）
に
お
い
て
、

◇
「
形
容
詞
語
幹
＋
サ
」
は
特
別
な
語
法
で
は
な
く
、「
名
詞
」
で
あ
り
、

「
〜
＋
ノ
・
ガ
＋
名
詞
（
形
容
詞
語
幹
＋
サ
）」
の
詠
嘆
は
、「
〜
は

〜
で
あ
る
こ
と
よ
」
と
訳
す
の
で
は
な
く
、「
〜
の
…
さ
よ
」
と
訳
す

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
身
の
感
情
を
吐
露
す
る
も
の
で
も
あ
る
と

同
時
に
、「
ノ
」「
ガ
」
が
う
け
る
名
詞
・
名
詞
句
「
〜
」
の
属
性
で
も

あ
る
。
自
身
の
感
情
を
吐
露
す
る
場
合
「
ノ
」「
ガ
」
の
上
は
対
象
と

な
り
、
属
性
の
場
合
「
ノ
」「
ガ
」
の
上
は
主
語
と
な
る
。
そ
れ
は
、

自
身
の
感
情
を
吐
露
す
る
も
の
で
も
あ
る
た
め
、
ク
語
法
で
詠
嘆
を
あ

ら
わ
す
も
の
が
「
〜
で
あ
る
こ
と
よ
」
と
訳
す
こ
と
が
で
き
、
冷
静
で

あ
る
の
に
対
し
、
情
感
的
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
は
、
従
来
、
主
格
の
格
助
詞
と
さ
れ
て
き

た
こ
の
場
合
の
「
ノ
」「
ガ
」
が
、「
人
」「
妹
」「
〜
を
見
る
」
の
属

性
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
歌
の
主
が
「
と
も

し
」「
か
な
し
」
と
思
う
対
象
を
指
し
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

さ
ら
に
一
般
の
形
容
詞
文
に
お
い
て
も
、

〇
ひ
な
く
も
り

碓
氷
の
坂
を

越
え
し
だ
に

妹
が
恋
し
く

忘
ら
え

ぬ
か
も
（
伊
毛
賀
古
比
之
久

和
須
良
延
奴
加
母
）

﹇
萬
葉
二
十
・
４
４
０
７

他
田
部
子
磐
前
﹈

は
、「
恋
し
」
は
情
意
を
あ
ら
わ
す
形
容
詞
で
、
恋
し
い
対
象
の

「
妹
」
を
「
ガ
」
で
示
し
て
い
る
。「
恋
し
」
の
よ
う
な
情
意
の
形

容
詞
の
対
象
は
、
従
来
は
「
主
格
」
と
処
理
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
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が
、
こ
こ
に
、

情
意
の
対
象

と
名
付
け
る
。「
母
が
恋
し
い
。」

の
よ
う
な
現
代
語
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、「
山
が
高
い
」

の
よ
う
に
、
状
態
を
あ
ら
わ
す
「
高
い
」
の
よ
う
な
形
容
詞
の
場
合
、

「
ガ
」
は
主
格
で
あ
る
側
面
が
強
い
が
、「
私
は
、
こ
の
山
が
高
い

と
思
う
。」
の
よ
う
な
文
の
中
で
は
、「
山
が
」
は
「
山
を
」
と
置
き

換
え
る
こ
と
も
で
き
る
体
の
も
の
で
あ
っ
て
、「
ガ
」
は
「
思
う
」

の
対
象
を
あ
ら
わ
す
こ
と
と
な
る
。
よ
っ
て
、「
山
が
」
を

思
考

の
対
象

と
名
付
け
る
。
そ
し
て
、「
ガ
」
を

対
象
を
指
し
示
す

ガ

と
名
付
け
る
。

次
に
、

〇
今
の
ご
と

恋
し
く
君
が

思
ほ
え
ば
（
古
非
之
久
伎
美
我

於
毛
保

要
婆
）

い
か
に
か
も
せ
む

す
る
す
べ
の
な
さ

﹇
萬
葉
十
七
・
３
９
２
８
﹈

の
場
合
は
、「
恋
し
く
思
ほ
ゆ
」
と
、
形
容
詞
と
自
発
の
動
詞
が
一

体
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
も
、
恋
し
く
思
わ
れ
る

対
象
の
「
君
」
を
「
ガ
」
で
示
し
て
い
る
。
こ
の
「
君
が
」
も

情

意
の
対
象

で
あ
り
、
現
代
語
の
「
故
郷
が
恋
し
く
思
わ
れ
る
。」

の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
、「
妹
が
思
ほ
ゆ
」「「
故
郷
が
思
わ
れ
る
」
の
よ
う
な

自
発
の
場
合
も
、「
妹
が
」「
故
郷
が
」
は

自
発
の
対
象

で
あ
り
、

こ
の
「
ガ
」
を

自
発
の
対
象
を
指
し
示
す
ガ

と
名
付
け
る
。

今
、
萬
葉
集
の
例
を
あ
げ
た
。
記
紀
萬
葉
に
「
見
が
欲
し
」
と
い

う
こ
と
ば
が
あ
り
、
こ
れ
は
記
紀
萬
葉
の
時
代
に
す
で
に
一
語
化
し

て
賞
賛
の
こ
と
ば
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
も
と
は
「
見

る
こ
と
が
欲
し
い
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
の
「
ガ
」
は
「
欲

し
」
の
対
象
で
あ
る
。
願
望
の
「
君
が
見
ま
く
欲
し
」、
自
発
の

「
山
が
見
ゆ
」、
不
可
能
の
「
山
が
見
え
ぬ
」
な
ど
の
「
ガ
」
も
、

同
様
に

対
象
を
指
し
示
す
ガ

で
あ
る
。

一
・
三

特
指
の
ガ

ま
た
、
萬
葉
集
の

〇
吾
が
背
子
を

大
和
へ
遣
る
と

さ
夜
ふ
け
て

暁
露
に

吾
が
立
ち

濡
れ
し
（
吾
立
所
霑
之
）

﹇
萬
葉
二
・
１
０
５

大
伯
皇
女
﹈

の
「
暁
露
に
吾
が
立
ち
濡
れ
し
」
は
、
連
体
形
止
め
で
詠
嘆
を
あ
ら

わ
す
と
考
え
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
ひ
そ
か
に

別
れ
を
告
げ
に
来
た
弟
を
思
い
、
い
つ
ま
で
も
そ
の
場
に
立
ち
尽
く

す
姉
の
慟
哭
の
こ
め
ら
れ
た
、
強
い
こ
と
ば
で
、
こ
の
場
合
の

「
ガ
」
は
係
助
詞
で
あ
る
と
考
え
る
。
特
別
に
強
く
指
示
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
こ
れ
を

特
指
の
ガ

と
名
付
け
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
古
典
語
の
ガ
の
説
明
の
中
に
、
従
来
抜
け
落
ち

て
い
た
観
点
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
古
典
語
の
ガ
を
整
理
し
、
詳

し
く
述
べ
る
。
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二

上
代

二
・
一

上
代
の
ガ

上
代
の
ガ
の
用
法
に
は
、

1.

名
詞
に
続
く

所
有
・
所
属
を
あ
ら
わ
す
｜
「
大
刀
が

緒
」（
記
２
歌
謡
）

2.

形
式
名
詞
に
続
く

「
ご
と
」「
か
ら
」「
た
め
」「
む

た
」「
ま
に
ま
」
な
ど
｜
「
見
け
む
が
ご
と
も
」（
萬
九
・
１

８
０
７
）

3.

副
詞
に
続
く

「
上
に
」「
中
に
」「
下
に
」
な
ど
｜

「

衾

柔
や
が
下
に
」（
記
５
歌
謡
）

4.

助
動
詞
「
ご
と
し
」
に
続
く
｜
「
あ
が
ご
と
く
」（
萬
十

五
・
３
７
５
０
）

5.

主
述
関
係
を
も
つ
句
が
名
詞
に
か
か
る
｜
「
吾
が
見
し

子
ら
」（
記
４
２
）

6.

条
件
句
の
主
述
関
係
を
あ
ら
わ
す
場
合
｜
「
…
青
山
に

日
が
隠
ら
ば

ぬ
ば
た
ま
の

夜
は
出
で
な
む
…
」（
記
２
歌
謡
）

7.

形
容
詞
の
名
詞
形
（
形
容
詞
＋
さ
）
に
続
き
、
詠
嘆
を

あ
ら
わ
す
｜
「
妹
が
か
な
し
さ
」（
萬
二
十
・
４
３
９
１
）

8.

「
欲
し
」
の
内
容
を
あ
ら
わ
す
｜
「
見
が
欲
し
」（
萬
十

八
・
４
１
１
２
）「
あ
り
が
欲
し
」（
萬
六
・
１
０
５
９
）

な
ど
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
連
体
格
の
も
の
で
は
、

9.

同
格
を
あ
ら
わ
す
も
の

が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

⑦

７
の
「
妹
が
か
な
し
さ
」
の
よ
う
な
例
は
、

一

に

述
べ
た
よ
う
に
、「
か
な
し
」
が
妹
の
属
性
を
あ
ら
わ

す
と
同
時
に
、
歌
の
主
の
情
意
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ

る
た
め
、
ガ
は
主
格
で
あ
る
と
同
時
に
、
形
容
詞
の
対

象
を
指
し
示
す
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

⑧

８
に
つ
い
て
は
、「
見
が
欲
し
」
は
「
見
る
こ
と
が
欲

し
い
」
の
意
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
「
見
る
」
の
対
象
を

指
し
示
す

と
考
え
る
。
さ
ら
に
、

10.

「
妹
が
見
ま
く
欲
し
」
の
場
合
、「
妹
が
」
は
「
見
ま

く
欲
し
」
の
対
象
で
あ
っ
て
、
ガ
は
「
見
ま
く
欲
し
」

の
対
象
を
指
し
示
す

と
考
え
る
。
ま
た
、

11.

「
山
が
見
ゆ
」「
君
が
思
ほ
ゆ
」（
自
発
）、「
山
が
見
え

ぬ
」（
不
可
能
）
な
ど
の
ガ
は
、
自
発
・
可
能
の
対
象

を
指
し
示
す

と
考
え
る
。
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二
・
二

同
格
の
ガ

萬
葉
集
巻
二
・
２
１
０
お
よ
び
２
１
３
に
、
一
字
一
音
表
記
で
は

な
い
が
、「
吾
が
二
人
見
し
」
と
「
二
人
吾
が
寝
し
」
と
で
変
化
を

つ
け
た
例
が
あ
る
。

〇
う
つ
せ
み
と

思
ひ
し
時
に

取
り
持
ち
て

吾
が
二
人
見
し
（
吾
二

人
見
之
）

走
り
出
の

堤
に
立
て
る

槻
の
木
の
…
我
妹
子
と

二

人
吾
が
寝
し
（
二
人
吾
宿
之
）

枕
づ
く

つ
ま
屋
の
う
ち
に
…

﹇
二
・
２
１
０

柿
本
人
麻
呂
﹈

〇
…

吾
が
二
人
見
し
（
吾
二
見
之
）
…

二
人
吾
が
寝
し
（
二
吾
宿

之
）
…

﹇
二
・
２
１
３

柿
本
人
麻
呂
﹈

２
１
０
歌
の
訳
は
、

新
大
系

◎
…
手
を
取
り
合
っ
て
二
人
で
眺
め
た
…
愛
す
る
妻
と
二
人
で

寝
た
…

全
集

◎
…
手
に
取
り
持
っ
て

二
人
で
眺
め
た
…
亡
き
妻
と

二
人

で
寝
た
…

の
よ
う
に
、「
二
人
」
を
い
ず
れ
も
「
二
人
で
」
と
副
詞
に
訳
し
て

い
る
。

ま
た
、
こ
れ
も
一
字
一
音
表
記
で
は
な
い
が
、
動
作
主
体
が
単
数

の
「
吾
一
將
宿
」

〇
泊
瀬
風

か
く
吹
く
夕
は

何
時
ま
で
か
（
及
何
時
）

衣
片
敷
き

吾
が
ひ
と
り
寝
む
（
吾
一
将
宿
）

﹇
萬
十
・
２
２
６
１

秋
の
相
聞

寄
風
﹈

も
「
吾
が
ひ
と
り
寝
む
」
と
訓
ま
れ
て
い
る
。
古
事
記
１
９
歌
謡

〇
葦
原
の

穢
し
き
小
屋
に

菅
畳

弥
清
敷
き
て

我
が
二
人
寝
し

（
和
賀
布
多
理
泥
斯
）

﹇
古
事
記
１
９
歌
謡
﹈

の
「
和
賀
布
多
理
泥
斯
」
を
も
と
に
、
２
１
０
歌
の
「
吾
二
人
見

之
」
を
「
わ
が
ふ
た
り
み
し
」
と
訓
む
こ
と
が
で
き
、「
二
人
吾
宿

之
」
を
「
ふ
た
り
わ
が
ね
し
」
と
訓
む
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
な
ら

ば
、
２
２
６
１
歌
の
「
吾
一
将
宿
」
を
「
わ
が
ひ
と
り
ね
む
」
と
訓

む
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
萬
葉
十
三
・
３
２
３
７
に

〇
…
沖
つ
波

来
寄
る
浜
辺
を

く
れ
く
れ
と

ひ
と
り
そ
我
が
来
る

（
独
曾
我
来
）
妹
が
目
を
欲
り

﹇
萬
葉
十
三
・
３
２
３
７

雑
歌
﹈

「
ひ
と
り
そ
我
が
来
る
」
の
例
が
あ
り
、「
ひ
と
り
」
を
「
一
人
で
」

と
訳
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
２
２
６
１
歌
の
場
合
に
は
、「
一
体

い
つ
ま
で
…
わ
た
く
し
は
一
人
で
寝
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
訳

に
な
る
。
こ
れ
に
類
す
る
例
は
萬
葉
集
に
、
動
作
の
主
体
が
一
人
称

単
数
で
あ
る
も
の

〇
山
川
に

筌
を
伏
せ
て

守
り
も
あ
へ
ず

年
の
八
歳
を

吾
が
ぬ
す

ま
ひ
し
（
吾
窃

師
）

﹇
萬
葉
十
一
・
２
８
３
２

譬
喩
﹈

〇
か
く
の
み
に

あ
り
け
る
君
を

衣
な
ら
ば

下
に
も
着
む
と

吾
が

思
へ
り
け
る
（
吾
念
有
家
留
）﹇

萬
葉
十
二
・
２
９
６
４

寄
物
陳
思
﹈

〇
か
く
の
み
に

あ
り
け
る
も
の
を

猪
名
川
の

奥
を
深
め
て

吾
が
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思
へ
り
け
る
（
吾
念
有
来
）

﹇
萬
葉
十
六
・
３
８
０
４

有
由
縁
﹈

新
大
系
注

◇
結
句
、
係
り
結
び
で
は
な
い
が
、
主
格
助
詞

「
が
」
が
あ
る
の
で
連
体
形
で
止
め
る
。

二
人
称
単
数
で
あ
る
も
の

〇
恋
し
け
く

日
長
き
も
の
を

逢
ふ
べ
か
る

夕
だ
に
君
が

来
ま
さ

ざ
る
ら
む
（
夕
谷
君
之

不
来
益
有
良

）

﹇
萬
葉
十
・
２
０
３
９

秋
の
雑
歌
﹈

一
人
称
複
数
で
あ
る
も
の

〇
大
船
の

津
守
が
占
に

告
ら
む
と
は

ま
さ
し
く
知
り
て

我
が
二

人
寝
し
（
我
二
人
宿
之
）

﹇
萬
葉
二
・
１
０
９

大
津
皇
子
﹈

が
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
と
類
似
の
歌
と
考
え
て
よ
い
も
の
に
、

〇
か
く
の
み
に

あ
り
け
る
も
の
を

妹
も
吾
も

千
歳
の
ご
と
く

頼

み
た
り
け
る
（

有
来
）

﹇
萬
葉
三
・
４
７
０

大
伴
家
持
﹈

が
あ
る
。
こ
れ
を
新
大
系
も
全
集
も
「
頼
み
た
り
け
り
」
と
訓
ん
で

い
る
の
で
あ
る
が
、
新
大
系
注
に
、

新
大
系
注

◇
結
句
は
、
上
に
係
り
の
助
詞
が
無
い
の
で
、
文
法
上
は

「
け
り
」
で
止
め
る
方
が
正
し
い
が
、
諸
本
の
う
ち
「
け

り
」
は
紀
州
本
の
み
。
敢
え
て
「
け
る
」
と
訓
む
注
釈
書

も
あ
る
。「
今
、
こ
の
処
は
感
慨
を
寓
す
る
所
な
れ
ば

「
ケ
ル
」
と
よ
み
た
る
方
よ
か
る
べ
し
。
こ
の
故
に
旧
訓

に
随
ふ
」（『
講
義
』）

と
あ
る
。『
萬
葉
集
講
義
』
に
「
感
慨
を
寓
す
る
所
」
と
言
っ
て
い

る
が１

）
、
係
助
詞
「
モ
」
は
格
助
詞
を
含
む
こ
と
が
あ
り
、「
妹
も
吾

も
」
の
「
モ
」
の
中
に
は
「
ガ
」
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
こ
れ
も

〇
か
く
の
み
に

あ
り
け
る
も
の
を

妹
も
吾
も

千
歳
の
ご
と
く

頼

み
た
り
け
る

と
し
て
参
考
に
加
え
る
。
こ
の
場
合
は
、
動
作
主
体
が
「
妹
も
吾

も
」
で
あ
る
か
ら
、
複
数
形
で
あ
る
。

新
大
系
『
萬
葉
集
』、
全
集
『
萬
葉
集
』
は
、
こ
れ
ら
を
、「
わ

が
」
を
主
格
と
し
「
二
人
」「
ひ
と
り
」
を
副
詞
で
訳
し
て
い
る

（「
わ
た
く
し
た
ち
は
二
人
で
」「
わ
た
く
し
は
一
人
で
」）。

〇
大
船
の

津
守
が
占
に

告
ら
む
と
は

ま
さ
し
く
知
り
て

我
が
二

人
寝
し
（
我
二
人
宿
之
）

﹇
萬
葉
二
・
１
０
９

大
津
皇
子
﹈

◎
新
大
系
訳

（
大
船
の
）
津
守
め
の
占
い
に
現
れ
る
だ
ろ
う
と
は
、
先

刻
承
知
の
上
で
、
私
た
ち
は
二
人
寝
た
の
だ
。

◎
全
集
訳

（
大
船
の
）
津
守
ふ
ぜ
い
の
占
い
に

出
る
だ
ろ
う
と
は

百
も
承
知
で

わ
れ
わ
れ
は
二
人
で
寝
た
の
さ

と
こ
ろ
が
、
古
事
記
１
９
歌
謡

〇
葦
原
の

穢
し
き
小
屋
に

菅
畳

弥
清
敷
き
て

我
が
二
人
寝
し

（
和
賀
布
多
理
泥
斯
）

﹇
古
事
記
１
９
歌
謡
﹈

の
全
集
の
訳
は

◎
葦
原
の
中
の
き
た
な
い
小
屋
に
、
菅
の
筵
を
い
よ
い
よ
す
が
す
が
し
く

敷
い
て
、
私
た
ち
二
人
は
寝
た
こ
と
よ

﹇
全
集
『
古
事
記
』
一
六
〇
頁
〜
一
六
一
頁
﹈

と
、「
わ
」
と
「
二
人
」
を
同
格
に
訳
し
て
い
る
。
古
事
記
中
巻
に
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〇
於
西
方
、
除
吾
二
人
、
無
建
強
人
。
然
、
於
大
倭
国
、
益
吾
二
人
而
、

建
男
者
、
坐
祁
理
。

﹇
全
集
『
古
事
記
』
二
二
〇
頁
﹈

も
あ
り
、
漢
文
で
は
「
吾
二
人
」
の
語
順
で
あ
る
。
そ
し
て
、
全
集

で
は
こ
れ
を
「
わ
れ
ふ
た
り
」
と
訓
み
、「
私
た
ち
二
人
」
と
訳
し

て
い
る
（
岩
波
日
本
古
典
文
學
大
系
『
古
事
記

祝
詞
』
１
９
５
８
年

は

「
わ
れ
二
人
」、
日
本
古
典
全
書
『
古
事
記
』
１
９
６
２
年

は
「
あ
れ
ら
二

人
」）。
訳
は
、
１
９
歌
謡
の
「
わ
が
二
人
」
の
訳
と
同
じ
「
私
た
ち

二
人
」
で
あ
る
。

◎
西
の
方
に
は
、
私
た
ち
二
人
を
お
い
て
他
に
は
、
猛
々
し
く
強
い
者
は

あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
大
和
国
に
は
、
私
た
ち
二
人
に
も
ま
し
て
、

強
い
男
子
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
。

古
事
記
１
９
歌
謡
の
訳
と
萬
葉
集
の
訳
の
違
い
は
、
ど
こ
か
ら
生
ま

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
、
萬
葉
集
巻
十
五
・
３
６
２
７
、
萬
葉
集
巻
十
・
１
９
４
１

〇
…
大
舟
を

漕
ぎ
わ
が
行
け
ば
（
許
藝
和
我
由
氣
婆
）

沖
つ
波

高

く
立
ち
来
ぬ
…

﹇
萬
十
五
・
３
６
２
７

属
物
發
思
歌
一
首

短
歌
﹈

〇
朝
霧
の

八
重
山
越
え
て

呼
子
鳥

鳴
き
や
汝
が
来
る
（
吟
八
汝

来
）

や
ど
も
あ
ら
な
く
に﹇

萬
十
・
１
９
４
１

夏
の
雑
歌

詠
鳥
﹈

の
よ
う
に
「
わ
が
」「
汝
が
」
が
述
語
動
詞
「
行
く
」「
来
る
」
の
直

前
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
と
、
萬
葉
集
巻
十
七
・
３
９
９
３

〇
…
率
ひ
て

わ
が
漕
ぎ
行
け
ば
（
和
賀
己
藝
由
氣
婆
）
…

﹇
萬
十
七
・
３
９
９
３

大
伴
池
主
﹈

「
わ
が
漕
ぎ
行
け
ば
」
に
お
い
て
、
動
作
主
体
を
あ
ら
わ
す
「
わ

が
」
が
、
複
合
動
詞
「
漕
ぎ
行
く
」
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
と

が
あ
る
こ
と
に
解
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
３
９
９
３
歌
は
大
伴

池
主
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
萬
葉
集
の
中
で
も
新
し
い
時
代
の
も
の

で
あ
る
。
一
方
、
３
６
２
７
歌
は
作
者
不
詳
で
あ
る
が
、
古

歌
の

次
に
据
え
ら
れ
て
い
て
、
古
い
時
代
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

後
の
眼
か
ら
見
る
と
、「
大
船
を
漕
ぎ
わ
が
行
け
ば
」
は
、「
わ
が
漕

ぎ
行
け
ば
」
に
く
ら
べ
、
こ
と
ば
に
な
め
ら
か
さ
を
欠
く
よ
う
に
受

け
と
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
１
９
４
１
歌
の
場
合
、
係
助
詞
ヤ
も
ま

た
、「
呼
子
鳥
」
の
次
に
で
は
な
く
、「
鳴
き
」
と
「
汝
が
来
る
」
と

の
間
に
置
か
れ
て
い
る
。
同
様
に
、

〇
ほ
と
と
ぎ
す

今
朝
の
朝
明
に

鳴
き
つ
る
は

君
聞
き
け
む
か

朝

眠
か
寝
け
む
（
朝
宿
疑
将
寐
）

﹇
萬
十
・
１
９
４
９

夏
の
雑
歌

詠
鳥
﹈

で
は
係
助
詞
カ
が
「
眠
を
寝
」
と
い
う
連
語
の
間
に
入
っ
て
い
る
。

「
漕
ぎ
わ
が
行
け
ば
」
の
よ
う
な
語
順
は
、
こ
れ
ら
の
係
助
詞
ヤ
・

カ
の
位
置
と
も
関
連
す
る
も
の
で
、
古
い
日
本
語
で
は
、「
わ
が
」

「
な
が
」
な
ど
の
人
称
を
あ
ら
わ
す
語
が
、
核
と
な
る
動
詞
の
直
前

に
置
か
れ
る
語
法
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。（
こ
れ
は
、
一
種
の

人
称
接
辞
と
い
っ
て
よ
い２

）
。）。
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「
二
人
吾
が
寝
し
」
も
同
じ
で
、「
吾
が
二
人
見
し
」
と
の
変
化

は
、「
二
人
吾
が
寝
し
」
の
ほ
う
が
古
い
語
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
動
作
主
体
を
あ
ら
わ
す
人
称
接
辞
と
し
て
の
「
吾
が
」
が

機
能
し
な
く
な
り
、「
吾
が
」
を
頭
に
置
い
て
、「
吾
が
二
人
見
し
」

の
よ
う
に
あ
ら
わ
す
こ
と
と
な
る
。
柿
本
人
麻
呂
や
大
津
皇
子
の
時

代
に
は
、
す
で
に
「
吾
が
二
人
見
し
」
の
語
順
が
一
般
的
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
が
、
人
麻
呂
が
「
吾
が
二
人
見
し
」「
二
人
吾
が
寝
し
」

の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
す
る
の
は
、
こ
の
時
代
、
ま
だ
、

「
吾
が
二
人
見
し
」
と
「
二
人
吾
が
見
し
」
に
意
味
上
の
違
い
は
な

く
、「
吾
」
は
動
作
主
体
を
あ
ら
わ
す
語
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
こ

と
に
よ
る
。
２
２
６
１
歌
の
「
吾
が
ひ
と
り
」
も
、「
私
は
ひ
と
り

で
」
で
あ
っ
た
。
や
が
て
、「
吾
が
二
人
」
は
漢
文
の
「
吾
二
人
」

の
表
現
（
※
こ
の
表
現
の
時
期
を
、
一
応
古
事
記
成
立
の
時
期
と
し
て
考
え

る
）
と
あ
い
ま
っ
て
、「
私
た
ち
ふ
た
り
は
」
の
意
と
な
っ
た
。
そ

の
と
き
、「
吾
が
二
人
」
の
「
が
」
は
同
格
の
助
詞
と
な
る
。

二
・
三

願
望
の
対
象
を
指
し
示
す
ガ

記
紀
に
、「
見
が
欲
し
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。

〇
つ
ぎ
ね
ふ
や

山
代
河
を

宮
上
り

我
が
上
れ
ば

あ
を
に
よ
し

奈
良
を
過
ぎ

小
楯

倭
を
過
ぎ

我
が
見
が
欲
し
国
は
（
和
賀
美
賀

本
斯
久

波
）

葛
城
高
宮

我
家
の
辺

﹇
古
事
記

５
９
歌
謡
﹈

〇
つ
ぎ
ね
ふ

山
背
河
を

宮

り

我
が

れ
ば

青
丹
よ
し

那
羅

を
過
ぎ

小
楯

大
和
を
過
ぎ

我
が
見
が
欲
し
国
は
（
和
餓
瀰
餓
朋

辞
区

波
）

葛
城
高
宮

我
家
の
あ
た
り﹇

日
本
書
紀

５
４
歌
謡
﹈

も
と
も
と
の
意
味
は
「
見
る
こ
と
が
欲
し
い
」
で
、「
欲
し
」
が
実

質
的
な
意
味
を
に
な
っ
て
い
て
、「
見
」
は
「
欲
し
」
の
対
象
、

「
が
」
は
「
欲
し
」
の
対
象
を
指
し
示
す
助
詞
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
場
合
の
「
見
」
は
連
用
形
出
自
の
名
詞
と
な
っ
て
い
る
。

萬
葉
集
で
こ
れ
に
あ
た
る
表
現
は
、

ａ
「
見
が
欲
し
」

〇
…
明
日
香
の

古
き
都
は

山
高
み

川
と
ほ
し
ろ
し

春
の
日
は

山
し
見
が
ほ
し

秋
の
夜
は

川
し
さ
や
け
し
（
河
四
清
之
）
…

﹇
萬
葉
三
・
３
２
４

山
部
赤
人
﹈

〇
橘
は

花
に
も
実
に
も

見
つ
れ
ど
も

い
や
時
じ
く
に

な
ほ
し
見

が
欲
し
（
奈
保
之
美
我
保
之
）

﹇
萬
葉
十
八
・
４
１
１
２
﹈

〇
…
三
諸
つ
く

鹿
背
山
の
ま
に

咲
く
花
の

色
め
づ
ら
し
く

百
鳥

の

声
な
つ
か
し
き

あ
り
が
欲
し
（
在

石
）

住
み
よ
き
里
の

荒
る
ら
く
惜
し
も

﹇
萬
葉
六
・
１
０
５
９
﹈

※
１
０
５
９
歌
の
「
在

石
」
は
一
字
一
音
で
は
な
い
が
、「
あ

り
が
欲
し
」
と
訓
ん
で
よ
い
も
の
と
し
て
、
こ
こ
に
挙
げ
る
。

ｂ
「
見
ま
く
の
欲
し
」

〇
な
で
し
こ
が

花
取
り
持
ち
て

う
つ
ら
う
つ
ら

見
ま
く
の
欲
し
き

（
美
麻
久
能
富
之
伎
）

君
に
も
あ
る
か
も﹇

萬
葉
二
十
・
４
４
４
９
﹈
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〇
春
日
山

朝
立
つ
雲
の

居
ぬ
日
な
く

見
ま
く
の
欲
し
き
（
見
巻
之

欲
寸
）

君
に
も
あ
る
か
も

﹇
萬
葉
四
・
５
８
４

大
伴
坂
上
大
嬢
﹈

ｃ
「
見
ま
く
欲
し
」

〇
昨
日
見
て

今
日
こ
そ
隔
て

我
妹
子
が

こ
こ
だ
く
継
ぎ
て

見
ま

く
欲
し
き
も
（
吾
妹
児
之

幾
許
継
手
見
巻
欲
毛
）

﹇
萬
葉
十
一
・
２
５
５
９
﹈

※
「
見
巻
欲
」
に
つ
い
て
は
、
一
字
一
音
の
例
が
な
い
が
、
右
の

ｂ
に
あ
げ
た
４
４
４
９
歌
の
「
美
麻
久
能
富
之
伎

見
ま
く
の

欲
し
き
」・
５
８
４
歌
の
「
見
巻
之
欲
寸
」
な
ど
の
例
か
ら
、

「
見
巻
欲
毛
」
を
「
見
ま
く
欲
し
き
も
」
と
訓
む
。

ｄ
「
見
欲
し
」「
着
欲
し
」

〇
見
欲
し
き
は
（
見
欲
者
）

雲
居
に
見
ゆ
る

う
る
は
し
き

十
羽
の

松
原
…

﹇
萬
葉
十
三
・
３
３
４
６
﹈

〇
筑
波
嶺
の

新
桑
繭
の

衣
は
あ
れ
ど

君
が
御
衣
し

あ
や
に
着
欲

し
も
（
安
夜
尓
伎
保
思
母
）

﹇
萬
葉
十
四
・
３
３
５
０
﹈

※
３
３
４
６
歌
の
「
見
欲
者
」
は
、
３
３
５
０
歌
の
「
伎
保
思

着
欲
し
」
を
参
考
に
、「
見
欲
し
き
は
」
と
訓
ん
で
よ
い
も
の

と
考
え
る
。

な
ど
で
あ
る
。

ａ
の
１
０
５
９
歌
は
、

春
の
日
に
三
香
原
の
荒
墟
を
悲
傷
し
て
作
り
し
歌
一
首

短
歌
を

せ
た
り

〇
三
香
原

久
邇
の
都
は

山
高
く

川
の
瀬
清
み

住
み
良
し
と

人

は
言
へ
ど
も

あ
り
良
し
と

吾
は
思
へ
ど
（
住
吉
迹

人
者
雖
云

在
吉
跡

吾
者
雖
念
）

古
り
に
し

里
に
し
あ
れ
ば

国
見
れ
ど

人
も
通
は
ず

里
見
れ
ば

家
も
荒
れ
た
り

は
し
け
や
し

か
く
あ

り
け
る
か

三
諸
つ
く

鹿
背
山
の
ま
に

咲
く
花
の

色
め
づ
ら
し

く

百
鳥
の

声
な
つ
か
し
き

あ
り
が
欲
し

住
み
よ
き
里
の
（
在

石

住
吉
里
乃
）

荒
る
ら
く
惜
し
も

﹇
萬
葉
六
・
１
０
５
９
﹈

と
い
う
歌
で
あ
る
。
前
半
の
「
住
み
良
し
」「
あ
り
良
し
」
は
、「
住

む
」「
あ
り
」
の
連
用
形
で
、
形
容
詞
「
よ
し
」
と
複
合
語
を
形
作

っ
て
い
る
。
後
半
の
「
住
み
よ
き
里
」
の
「
住
み
よ
き
」
も
同
じ
で

あ
る
。
歌
の
前
半
で
は
「
住
み
良
し
」
と
「
あ
り
良
し
」
が
対
を
な

し
て
い
る
が
、
後
半
の
「
住
み
よ
き
（
里
）」
は
「
あ
り
が
欲
し
」

と
対
を
な
し
て
い
る
。
ま
た
、
六
・
１
０
４
７
歌

寧
楽
の
故
郷
を
悲
し
み
て
作
り
し
歌
一
首

短
歌
を

せ
た
り

〇
や
す
み
し
し

吾
が
大
君
の

高
敷
か
す

大
和
の
国
は
…
山
見
れ
ば

山
も
見
が
欲
し

里
見
れ
ば

里
も
住
み
よ
し
（
山
見
者

山
裳
見

石

里
見
者

里
裳
住
吉
）
…

﹇
萬
葉
六
・
１
０
４
７
﹈

で
は
、「
見
が
欲
し
」
と
「
住
み
よ
し
」
と
が
対
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
「
見
が
欲
し
」
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
は
、「
見
が
欲
し
」

は
も
と
動
詞
連
用
形
出
自
の
名
詞
を
「
ガ
」
が
受
け
る
も
の
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
萬
葉
集
に
「
見
が
欲
し
」「
あ
り

が
欲
し
」
の
例
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
は
萬
葉
集
の
時
代
に
も
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使
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
六
・
１
０
４
７
歌
で
は

「
山
も
見
が
欲
し
」
と
「
里
も
住
み
よ
し
」
と
が
対
比
さ
れ
て
お
り
、

三
・
３
２
４
歌
に
、

〇
…
春
の
日
は

山
し
見
が
ほ
し
（
山
四
見
容
之
）

秋
の
夜
は

川

し
さ
や
け
し
（
河
四
清
之
）
…

﹇
萬
葉
三
・
３
２
４
﹈

と
い
う
よ
う
に
、「
見
が
欲
し
」
と
「
さ
や
け
し
」
と
が
対
比
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
代
す
で
に
「
見
が
欲
し
」
は
一
語
化
し

て
い
た
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。「（
見
た
い
見
た
い
と
思
う
ほ

ど
に
、）
す
ば
ら
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ａ
「
見
が
欲
し
」、
ｂ
「
見
ま
く
の
欲
し
」、
ｃ
「
見
ま
く
欲
し
」

の
「
欲
し
」
は
実
質
的
な
形
容
詞
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
ｄ
の
十
三
・
３
３
４
６
歌
、
十
四
・
３
３
５
０
歌
、

〇
見
欲
し
き
は
（
見
欲
者
）

雲
居
に
見
ゆ
る

う
る
は
し
き

十
羽
の

松
原
…

﹇
萬
葉
十
三
・
３
３
４
６
﹈

〇
筑
波
嶺
の

新
桑
繭
の

衣
は
あ
れ
ど

君
が
御
衣
し

あ
や
に
着
欲

し
も
（
安
夜
尓
伎
保
思
母
）

﹇
萬
葉
十
四
・
３
３
５
０
﹈

の
「
見
欲
し
」「
着
欲
し
」
は
、「
見
る
」「
着
る
」
の
連
用
形
が
形

容
詞
「
欲
し
」
と
複
合
語
を
形
作
っ
て
い
て
、「
住
み
良
し
」「
あ
り

良
し
」
と
同
じ
形
に
な
っ
て
い
る
。
１
０
５
９
歌
の
「
住
み
よ
し
」

「
あ
り
良
し
」
は
「
住
み
よ
い
」「
居
よ
い
」
で
あ
り
、
ｆ
の
「
見

欲
し
」「
着
欲
し
」
は
「
見
た
い
」「
着
た
い
」
で
あ
っ
て
、
複
合
語

の
後
項
は
助
動
詞
に
近
づ
い
て
い
る
。
こ
れ
が
も
っ
と
も
新
し
い
形

で
あ
ろ
う
。

助
詞
「
ガ
」
が
新
し
い
助
詞
「
ノ
」
に
勢
力
を
ゆ
ず
っ
て
い
く
過

程
で
、
ａ
「
見
が
欲
し
」
の
よ
う
な
表
現
も
衰
退
し
て
い
っ
た
。

「
欲
し
い
」
対
象
の
「
見
」
は
、
い
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
事
柄
で

あ
る
の
で
助
動
詞
「
ム
」
を
伴
い
、
ま
た
「
〜
で
あ
る
こ
と
」
の
意

の
「
ク
」
で
名
詞
化
し
て
、
ｂ
「
見
ま
く
の
欲
し
」・
ｃ
「
見
ま
く

欲
し
」
を
生
じ
た
。

ｃ
「
見
ま
く
欲
し
」

〇
昨
日
見
て

今
日
こ
そ
隔
て

我
妹
子
が

こ
こ
だ
く
継
ぎ
て

見
ま

く
欲
し
き
も
（
吾
妹
児
之

幾
許
継
手
見
巻
欲
毛
）

﹇
萬
葉
十
一
・
２
５
５
９
﹈

ｅ
「
見
ま
く
欲
る
」

〇
見
ま
く
欲
り
（
見
麻
久
保
里
）

思
ひ
し
な
へ
に

か
げ

か
ぐ
は

し
君
を

相
見
つ
る
か
も

﹇
萬
葉
十
八
・
４
１
２
０
﹈

ｆ
「
見
ま
く
欲
り
す
」

〇
雲
隠
り

行
く
へ
を
な
み
と

吾
が
恋
ふ
る

月
を
や
君
が

見
ま
く

欲
り
す
る
（
月
哉
君
之

欲
見
為
流
）

﹇
萬
葉
六
・
９
８
４
﹈

〇

立
の

倉
橋
川
に

立
て
る
白
雲

見
ま
く
欲
り

我
が
す
る
な
へ

に
（
見
欲

我
為
苗
）

立
て
る
白
雲

﹇
萬
葉
七
・
１
２
８
２
﹈

〇
朝
な
ぎ
に

来
寄
る
白
波

見
ま
く
欲
り

吾
は
す
れ
ど
も
（
欲
見

吾
雖
為
）

風
こ
そ
寄
せ
ね

﹇
萬
葉
七
・
１
３
９
１
﹈

※
９
８
４
歌
・
１
２
８
２
歌
・
１
３
９
１
歌
は
一
字
一
音
表
記
で
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は
な
い
が
、「
欲
見
為
流
」「
見
欲
為
」「
欲
見
為
」
を
「
見
ま

く
欲
り
す
」
と
訓
ん
で
よ
い
も
の
と
し
て
、
こ
こ
に
挙
げ
る
。

ｅ
「
見
ま
く
欲
る
」、
ｆ
「
見
ま
く
欲
り
す
」
の
「
欲
る
」「
欲
り

す
」
は
実
質
的
な
動
詞
で
あ
る
。
ｃ
の
「
見
ま
く
欲
し
」
が
感
情
を

あ
ら
わ
す
の
に
較
べ
、
能
動
的
な
意
思
を
あ
ら
わ
す
。

「
見
ま
く
欲
り
す
る
」
主
体
は
、
名
詞
句
や
疑
問
の
句
の
う
ち
、

自
分
や
親
愛
す
る
人
の
場
合
、

〇

立
の

倉
橋
川
に

立
て
る
白
雲

見
ま
く
欲
り

我
が
す
る
な
へ

に
（
見
欲

我
為
苗
）

立
て
る
白
雲

﹇
萬
葉
七
・
１
２
８
２
﹈

〇
雲
隠
り

行
く
へ
を
な
み
と

吾
が
恋
ふ
る

月
を
や
君
が

見
ま
く

欲
り
す
る
（
月
哉
君
之

欲
見
為
流
）

﹇
萬
葉
六
・
９
８
４
﹈

「
我
が
」「
君
が
」
な
ど
ガ
で
指
し
示
さ
れ
る
。
自
分
や
親
愛
す
る

人
以
外
の
人
の
場
合
に
は
、

〇
…
見
る
人
の
語
り
に
す
れ
ば

聞
く
人
の

見
ま
く
欲
り
す
る
（
聞
人

之

視
巻
欲
為
）

御
食
向
か
ふ

味
経
の
宮
は

見
れ
ど
飽
か
ぬ
か

も

﹇
萬
葉
六
・
１
０
６
２
﹈

「
聞
く
人
の
」
の
よ
う
に
「
ノ
」
で
指
し
示
さ
れ
て
い
る
。
１
２
８

２
歌

〇

立
の

倉
橋
川
に

立
て
る
白
雲

見
ま
く
欲
り

我
が
す
る
な
へ

に
（
見
欲

我
為
苗
）

立
て
る
白
雲

﹇
萬
葉
七
・
１
２
８
２
﹈

の
場
合
に
は
「
見
ま
く
欲
り
我
が
す
る
」
と
「
我
が
」
が
「
見
ま
く

欲
り
」
と
「
す
る
」
と
の
間
に
入
っ
て
い
る
。

次
に
、「
欲
し
」「
欲
る
」「
欲
り
す
る
」
の
対
象
は
ど
の
よ
う
に

あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
の
か
。

〇
…
春
の
日
は

山
し
見
が
ほ
し
（
山
四
見
容
之
）

秋
の
夜
は

川
し

さ
や
け
し
（
河
四
清
之
）
…

﹇
萬
葉
三
・
３
２
４
﹈

に
お
い
て
は
、「
見
が
ほ
し
」「
さ
や
け
し
」
の
対
象
は
「
山
し
」

「
川
し
」
の
よ
う
に
、「
シ
」
で
指
し
示
さ
れ
て
い
る
。

〇
恋
ひ
死
な
む

後
は
何
せ
む

生
け
る
日
の

た
め
こ
そ
妹
を

見
ま

く
欲
り
す
れ
（
為
社
妹
乎

欲
見
為
礼
）

﹇
萬
葉
四
・
５
６
０
﹈

※
「
妹
乎

欲
見
為
礼
」
は
、「
妹
を

見
ま
く
欲
り
す
れ
」
と

訓
ん
で
よ
い
も
の
と
考
え
る
。

で
は
、「
見
ま
く
欲
り
す
」
の
対
象
を
、「
妹
を
」
と
、「
ヲ
」
で
指

し
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ｃ
の
「
見
ま
く
欲
し
」
の
場
合
に
は
、

〇
昨
日
見
て

今
日
こ
そ
隔
て

我
妹
子
が

こ
こ
だ
く
継
ぎ
て

見
ま

く
欲
し
き
も
（
吾
妹
児
之

幾
許
継
手

見
巻
欲
毛
）

﹇
萬
葉
十
一
・
２
５
５
９
﹈

「
我
妹
子
が
」
と
「
ガ
」
で
指
し
示
し
て
い
る
。「
ま
く
欲
し
」
は

こ
の
時
代
、
い
ま
だ
「
ま
・
く
・
欲
し
」
で
あ
る
が
、
一
語
化
し
て

「
〜
し
た
い
」
の
意
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
２
５
５

９
歌
が
一
音
一
字
表
記
で
は
な
い
こ
と
が
ネ
ッ
ク
に
な
る
が
、
こ
れ

は
後
の〇

其
レ
ガ
極
テ
見
マ
欲
ク
思
給
ヘ
候
シ
カ
バ

﹇
今
昔
物
語
巻
第
三
一３

）﹈

に
続
い
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
対
象
語
格
用
法
と
も
呼
ば
れ
る
も
の

231 同格のガ・対象を指し示すガ・特指のガ



で
あ
る
が
、
願
望
（
た
い
）・
能
力
（
で
き
る
）・
必
要
（
い
る
）・

好
悪
（
す
き
だ
、
き
ら
い
だ
）
な
ど
の
対
象
を
示
す
。
こ
れ
は
、
の

ち
の
時
代
の
「
絵
が
見
た
い
」
な
ど
の
表
現
に
繫
が
る
も
の
と
考
え

る
。以

上
、

「
見
が
欲
し
」
の
対
象
を
シ
で
指
し
示
す
も
の
が
あ
り
、

「
見
ま
く
欲
り
す
」
の
対
象
を
「
ヲ
」
で
指
し
示
す
も
の
が
あ

り
、

ま
た
、「
見
ま
く
欲
し
」
の
対
象
を
「
ガ
」
で
指
し
示
し
て
い

る
も
の
が
あ
っ
た
。

ガ
で
指
し
示
す
も
の
は
、
の
ち
の
時
代
の
「
絵
が
見
た
い
」
な
ど
の

表
現
に
繫
が
る
、
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。

二
・
四

「
見
ゆ
」「
思
ほ
ゆ
」
の
対
象
を
指
し
示
す
ガ
・
ノ

現
代
で
は
「
夢
を
見
る
」「
夢
に
見
る
」
と
言
う
が
、
萬
葉
集
で

は
お
お
む
ね
「
夢
に
見
ゆ
」
の
形
で
あ
る
。
が
、
ご
く
少
数
で
は
あ

る
が
「
夢
に
見
る
」
の
用
例
も
あ
る
。

〇
…
相
見
ね
ば

い
た
も
す
べ
な
み

し
き
た
へ
の

袖
返
し
つ
つ

寝

る
夜
落
ち
ず

夢
に
は
見
れ
ど
（
伊
米
尓
波
見
礼
登
）

現
に
し

直

に
あ
ら
ね
ば

恋
し
け
く

千
重
に
積
も
り
ぬ
…

﹇
萬
葉
十
七
・
３
９
７
８
﹈

の
よ
う
に
。
ま
た
一
例
で
は
あ
る
が
、

〇
…
新
た
夜
の

幸
く
通
は
む

事
計
り

夢
に
見
せ
こ
そ
（
夢
尓
令
見

社
）

剣
大
刀

斎
ひ
祭
れ
る

神
に
し
ま
せ
ば

﹇
萬
葉
十
三
・
３
２
２
７
﹈

「
夢
に
見
す
」
の
用
例
も
あ
る
。

「
見
る
」
対
象
を
示
す
に
は
、

〇
は
ね
か
づ
ら

今
す
る
妹
を

夢
に
見
て
（
今
為
妹
乎

夢
見
而
）

心
の
内
に

恋
ひ
わ
た
る
か
も

﹇
萬
葉
四
・
７
０
５

家
持
﹈

の
よ
う
に
、「
ヲ
」
を
用
い
る
。

〇
常
な
ら
ぬ

人
国
山
の

秋
津
野
の

か
き
つ
は
た
を
し

夢
に
見
し

か
も
（
垣
津
幡
鴛

夢
見
鴨
）

﹇
萬
葉
七
・
１
３
４
５

譬
喩
歌

寄
草
﹈

の
場
合
は
、
そ
の
後
に
間
投
助
詞
「
シ
」
が
入
っ
て
い
る
。

次
に
「
夢
に
見
ゆ
」（
自
発
）
に
つ
い
て
考
え
る
。

〇
あ
し
ひ
き
の

山
き
隔
り
て

遠
け
ど
も

心
し
行
け
ば

夢
に
見
え

け
り
（
伊
米
尓
美
要
家
里
）

﹇
萬
葉
十
七
・
３
９
８
１
﹈

夢
を
見
る
主
体
を
示
す
表
現
は
、

〇
国
遠
み

直
に
は
逢
は
ず

夢
に
だ
に

吾
に
見
え
こ
そ
（
夢
谷

吾

尓
所
見
社
）

逢
は
む
日
ま
で
に

﹇
萬
葉
十
二
・
３
１
４
２
﹈

「
吾
に
」
の
よ
う
に
「
ニ
」
で
あ
る
。

夢
に
見
え
る
対
象
は
、
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〇
旅
に
去
に
し

君
し
も
継
ぎ
て

夢
に
見
ゆ
（
吉
美
志
毛
都
芸
氐

伊

米
尓
美
由
）

あ
が
片
恋
の

繁
け
れ
ば
か
も

﹇
萬
葉
十
七
・
３
９
２
９
﹈

「
君
し
も
」
で
は
、「
シ
」
で
示
し
て
い
る
。

〇
網
児
の
山

五
百
重
隠
せ
る

佐
堤
の
崎

小
網
延
へ
し
子
が

夢
に

し
見
ゆ
る
（
左
手
蝿
師
子
之

夢
二
四
所
見
）

﹇
萬
葉
四
・
６
６
２

市
原
王
﹈

「
小
網
延
へ
し
子
が
」
は
「
ガ
」
で
示
す
。
こ
の
歌
は
連
体
形
止
め

で
、
詠
嘆
を
あ
ら
わ
す
。

〇
間
な
く

恋
ふ
れ
に
か
あ
ら
む

草
ま
く
ら

旅
な
る
君
が

夢
に
し

見
ゆ
る
（
客
有
公
之

夢
尓
之
所
見
）

﹇
萬
葉
四
・
６
２
１

佐
伯
宿
祢
東
人
﹈

「
旅
な
る
君
が
」
は
「
ガ
」
で
示
す
。
こ
れ
も
連
体
形
止
め
で
あ
る
。

人
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
人
の
姿
な
ど
は
、

〇
白
た
へ
の

袖
折
り
返
し

恋
ふ
れ
ば
か

妹
が
姿
の

夢
に
し
見
ゆ

る
（
妹
之
容
儀
乃

夢
二
四
三
湯
流
）

﹇
萬
葉
十
二
・
２
９
３
７

正
述
心
緒
﹈

の
よ
う
に
、「
乃

ノ
」
で
示
す
。
対
象
を
指
し
示
す
助
詞
は
、

「
ガ
」
の
み
な
ら
ず
「
ノ
」
で
も
あ
り
得
る
。
但
し
、「
之
」
表
記

の
場
合
、「
ガ
」
と
訓
む
か
「
シ
」
と
訓
む
か
は
難
し
い
問
題
で
あ

る
。

※

〇
か
く
の
み
に

あ
り
け
る
も
の
を

猪
名
川
の

奥
を
深
め
て

吾
が
思
へ
り
け
る
（
吾
念
有
来
）

﹇
萬
葉
十
六
・
３
８
０
４

有
由
縁
﹈

の
新
大
系
注
に
、

◇
結
句
、
係
り
結
び
で
は
な
い
が
、
主
格
助
詞
「
が
」
が
あ
る
の
で

連
体
形
で
止
め
る
。

と
あ
る
が
、
本
文
中
に
主
格
助
詞
の
表
記
は
な
い
。

〇
夜
の
ほ
ど
ろ

吾
が
出
で
て
来
れ
ば

吾
妹
子
が

思
へ
り
し
く

し

面
影
に
見
ゆ
（
吾
妹
子
之

念
有
四
九
四

面
影
二
三
湯
）

﹇
萬
葉
四
・
７
５
４

家
持
﹈

〇
灯
火
の

か
げ
に
か
が
よ
ふ

う
つ
せ
み
の

妹
が
笑
ま
ひ
し

面
影
に
見
ゆ
（
妹
蛾
咲
状
思

面
影
尓
所
見
）

﹇
萬
葉
十
一
・
２
６
４
２

寄
物
陳
思
﹈

〇
年
も
経
ず

帰
り
来
な
む
と

朝
影
に

待
つ
ら
む
妹
し

面
影

に
見
ゆ
（
将
待
妹
之

面
影
所
見
）

﹇
萬
葉
十
二
・
３
１
３
８

旅
発
思
﹈

な
ど
が
「
シ
」
で
訓
ま
れ
て
い
る
の
は
、
歌
末
を
終
止
形
で
訓
む
こ
と

に
拠
る
。

〇
魂
合
へ
ば

相
寝
る
も
の
を

小
山
田
の

鹿
猪
田
守
る
ご
と

母
し
守
ら
す
も
（
母
之
守
為
裳
）

一
云
、「
母
が
守
ら
し
し

（
母
之
守
之
師
）」

﹇
萬
葉
十
二
・
３
０
０
０

寄
物
陳
思
﹈

の
中
で
、
本
文
と
「
一
云
」
と
で
「
之
」
の
訓
を
「
シ
」
と
「
ガ
」
と

で
訓
み
分
け
て
い
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら
の
訓
で
、「
之
」
の
扱
い
は

終
止
形
で
終
わ
る
か
連
体
形
で
終
わ
る
か
に
よ
っ
て
決
め
て
い
る
が
、

確
証
は
な
い
。

誰
の
目
に
見
え
る
の
か
は
、
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〇
国
遠
み

直
に
は
逢
は
ず

夢
に
だ
に

吾
に
見
え
こ
そ
（
夢
谷

吾

尓
所
見
社
）

逢
は
む
日
ま
で
に

﹇
萬
葉
十
二
・
３
１
４
２

旅
発
思
﹈

「
吾
に
見
え
こ
そ
」
の
よ
う
に
「
尓

ニ
」
で
示
す
。

次
に
「
面
影
に
見
ゆ
」。

〇
…
沖
つ
波

と
を
む
眉
引
き

大
船
の

ゆ
く
ら
ゆ
く
ら
に

面
影
に

も
と
な
見
え
つ
つ
（
於
毛
可
宜
尓

毛
得
奈
民
延
都
〻
）

か
く
恋
ひ

ば
…

﹇
萬
葉
十
九
・
４
２
２
０
﹈

〇
夜
の
ほ
ど
ろ

吾
が
出
で
て
来
れ
ば

吾
妹
子
が

思
へ
り
し
く
し

面
影
に
見
ゆ
（
吾
妹
子
之

念
有
四
九
四

面
影
二
三
湯
）

﹇
萬
葉
四
・
７
５
４
﹈

〇
灯
火
の

か
げ
に
か
が
よ
ふ

う
つ
せ
み
の

妹
が
笑
ま
ひ
し

面
影

に
見
ゆ
（
妹
蛾
咲
状
思

面
影
尓
所
見
）

﹇
萬
葉
十
一
・
２
６
４
２
﹈

４
２
２
０
歌
「
と
を
む
眉
引
き
」
に
は
、
指
し
示
す
助
詞
は
な
い
。

７
５
４
歌
「
吾
妹
子
が

思
へ
り
し
く
し
」、
２
６
２
４
歌
「
妹
が

笑
ま
ひ
し
」
の
場
合
、
面
影
に
見
え
る
も
の
は
「
シ
」
で
指
し
示
さ

れ
る
。

次
に
、「
見
ゆ
」
の
否
定
形
「
見
え
ぬ
」（
不
可
能
）
も
、

〇
思
は
ず
も

ま
こ
と
あ
り
得
む
や

さ
寝
る
夜
の

夢
に
も
妹
が

見

え
ざ
ら
な
く
に
（
伊
米
尓
毛
伊
母
我

美
延
射
良
奈
久
尓
）

﹇
萬
葉
十
五
・
３
７
３
５
﹈

〇
新
室
の

こ
ど
き
に
至
れ
ば

は
だ
す
す
き

穂
に
出
し
君
が

見
え

ぬ
こ
の
こ
ろ
（
穂
尓

之
伎
美
我

見
延
奴
己
能
許
呂
）

﹇
萬
葉
十
四
・
３
５
０
６

東
歌
﹈

〇
春
日
野
の

山
辺
の
道
を

恐
り
な
く

通
ひ
し
君
が

見
え
ぬ
こ
ろ

か
も
（
通
之
君
我

不
所
見
許
呂
香
裳
）

﹇
萬
葉
四
・
５
１
８

石
川
郎
女
﹈

「
見
え
ず
」
の
対
象
の
「
妹
」「
君
」
を
「
ガ
」
で
示
す
。

次
に
「
思
ほ
ゆ
」。

〇
海
人
娘
子

い
ざ
り
焚
く
火
の

お
ぼ
ほ
し
く

角
の
松
原

思
ほ
ゆ

る
か
も
（
都
努
乃
松
原

於
思
保
由
流
可
聞
）

﹇
萬
葉
十
七
・
３
８
９
９
﹈

〇
渋
谿
の

崎
の
荒
磯
に

寄
す
る
波

い
や
し
く
し
く
に

古
思
ほ
ゆ

（
伊
尓
之
敝
於
母
保
由
）

﹇
萬
葉
十
七
・
３
９
８
６
﹈

こ
れ
ら
の
歌
に
は
、
自
発
「
思
ほ
ゆ
」
の
対
象
「
角
の
松
原
」「
古
」

を
指
し
示
す
助
詞
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

〇
山
吹
は

日
に
日
に
咲
き
ぬ

愛
し
と

あ
が
思
ふ
君
は
（
安
我
毛
布

伎
美
波
）

し
く
し
く
思
ほ
ゆ

﹇
萬
葉
十
七
・
３
９
７
４
﹈

「
あ
が
思
ふ
君
は
」
で
は
「
ハ
」
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

強
調
を
あ
ら
わ
す
語
で
あ
る
。

〇
朝
開
き

入
江
漕
ぐ
な
る

梶
の
音
の

つ
ば
ら
つ
ば
ら
に

吾
家
し

思
ほ
ゆ
（
吾
家
之
於
母
保
由
）

﹇
萬
葉
十
八
・
４
０
６
５
﹈
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「
吾
家
し
」
で
は
「
シ
」
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。

〇
移
り
行
く

時
見
る
ご
と
に

心
痛
く

昔
の
人
し

思
ほ
ゆ
る
か
も

（

可
之
能
比
等
之

於
毛
保
由
流
加
母
）﹇

萬
葉
二
十
・
４
４
８
３
﹈

の
よ
う
に
、
人
を
指
す
場
合
も
同
じ
。
こ
の
よ
う
に
「
思
ほ
ゆ
」
の

対
象
を
「
シ
」
で
あ
ら
わ
す
も
の
が
多
い
。

〇
秋
山
を

ゆ
め
人
か
く
な

忘
れ
に
し

そ
の
も
み
ち
葉
の

思
ほ
ゆ

ら
く
に
（
其
黄
葉
乃

所
思
君
）

﹇
萬
葉
十
・
２
１
８
４
﹈

「
そ
の
も
み
ち
葉
の
」
の
場
合
に
は
、
助
詞
「
の
」
が
使
用
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
下
の
「
ら
く
」
と
の
関
係
で
名
詞
句
と
な
っ
た
た

め
、「
ノ
」
が
入
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
親
愛
す
る
人
の
場

合
で
あ
れ
ば
、

〇
よ
し
ゑ
や
し

恋
ひ
じ
と
す
れ
ど

木
綿
間
山

越
え
に
し
君
が

思

ほ
ゆ
ら
く
に
（
越
去
之
公
之

所
念
良
国
）

﹇
萬
葉
十
二
・
３
１
９
１

悲
別
歌
﹈

「
君
が
」
の
よ
う
に
、「
ガ
」
が
入
る
。
た
だ
し
、

〇
暁
の

夢
に
見
え
つ
つ

梶
島
の

磯
越
す
波
の

し
き
て
し
思
ほ
ゆ

（
石
超
浪
乃

敷

志
所
念
）

﹇
萬
葉
九
・
１
７
２
９
﹈

１
７
２
９
歌
の
場
合
の
「
梶
島
の
磯
越
す
波
の
」
は
、
後
の
「
し
き

て
し
」
を
引
き
出
す
序
詞
で
あ
る
の
で
、「
波
の
」
の
「
の
」
は
、

「
〜
の
よ
う
に
」
を
あ
ら
わ
す
助
詞
で
あ
る
。

思
う
主
体
を
指
し
示
す
助
詞
は

〇
今
作
る

斑
の
衣

面
影
に

吾
に
思
ほ
ゆ
（
面
影

吾
尓
所
念
）

い
ま
だ
着
ね
ど
も

﹇
萬
葉
七
・
１
２
９
６
﹈

「
吾
に
思
ほ
ゆ
」
の
よ
う
に
、「
ニ
」
で
あ
る
。

な
お
、「
面
影
に
見
ゆ
」
の
み
な
ら
ず
、「
思
ほ
ゆ
」
の
場
合
に
も
、

「
面
影
の
み
に

思
ほ
え
ば
」

〇
か
く
ば
か
り

面
影
の
み
に

思
ほ
え
ば
（
面
影
耳

所
念
者
）

い

か
に
か
も
せ
む

人
目
繁
く
て

﹇
萬
葉
四
・
７
５
２
﹈

と
「
ニ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
「
夢
に
見
ゆ
」「
面
影
に
見
ゆ
」「
思
ほ
ゆ
」「
見
え
ぬ
」

の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、

１
、
「
夢
ニ
見
ユ
」
に
お
い
て
、
夢
を
見
る
主
体
を
示
す
表
現
は
、

「
吾
に
」
の
よ
う
に
「
ニ
」
で
あ
る
。

「
夢
に
見
る
」
対
象
は
「
ヲ
」
で
示
す
。

「
夢
に
見
ゆ
」
の
対
象
は
「
シ
」「
ガ
」「
ノ
」
で
示
す
。

「
面
影
に
見
ゆ
」
の
対
象
は
不
表
示
と
「
シ
」
で
示
す
も
の
が

あ
る
。「

見
ゆ
」
の
否
定
形
「
見
え
ぬ
」
の
対
象
は
「
ガ
」
で
示

す
。

２
、
「
思
ほ
ゆ
」
に
お
い
て
、
思
う
主
体
を
示
す
表
現
は
、「
吾
に
」

の
よ
う
に
「
ニ
」
で
あ
る
。
現
代
語
で
は
、「
私
に
は
思
わ
れ

る
」
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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「
思
ほ
ゆ
」
の
対
象
は
不
表
示
の
も
の
と
「
ハ
」「
シ
」「
ガ
」

「
ノ
」
で
示
す
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
代
語
の
「
故
郷
が

思
わ
れ
る
」「
母
が
思
わ
れ
る
」
な
ど
に
当
た
る
。

以
上
、

二
・
二

で
は
同
格
の
ガ
、

二
・
三

で
は
願
望
の
対

象
の
ガ
、

二
・
四

で
は
「
見
ゆ
」「
思
ほ
ゆ
」
の
対
象
の
ガ
に
つ

い
て
述
べ
た
。
同
時
に
、「
見
ゆ
」
の
対
象
を
指
す
語
は
「
ノ
」

「
シ
」
の
場
合
も
あ
る
こ
と
、
誰
の
目
に
見
え
る
の
か
や
誰
に
思
わ

れ
る
の
か
は
「
ニ
」
で
あ
ら
わ
す
こ
と
を
述
べ
た
。

「
妹
が
恋
し
い
」「
絵
が
見
た
い
」「
故
郷
が
思
わ
れ
る
」
な
ど
、

現
代
語
で
も
用
い
ら
れ
る
「
ガ
」
が
、
萬
葉
集
の
時
代
か
ら
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
「
ガ
」
は
、
連
体
格
や
主
格
の
ガ

の
使
わ
れ
方
を
ふ
ま
え
て
、
時
に
「
ノ
」「
シ
」
な
ど
と
交
替
し
な

が
ら
使
わ
れ
て
い
る
。

二
・
五

特
指
の
ガ

萬
葉
集
に

〇
吾
が
背
子
を

大
和
へ
遣
る
と

さ
夜
ふ
け
て

暁
露
に

吾
が
立
ち

濡
れ
し
（
吾
立
所
霑
之
）

﹇
萬
葉
二
・
１
０
５

大
伯
皇
女
﹈

が
あ
る
。「
暁
露
に
吾
が
立
ち
濡
れ
し
」
は
、
連
体
形
止
め
で
詠
嘆

を
あ
ら
わ
す
と
考
え
る
の
が
一
般
で
あ
る
。

同
様
の
例
は
、
二
・
１
０
９
、
二
・
２
０
６
、
四
・
６
２
１
、

四
・
６
６
２
、
十
・
２
０
３
９
、
十
・
２
３
１
１
、
十
一
・
２
４
２

５
、
十
一
・
２
８
３
２
、
十
二
・
２
９
６
４
、
十
二
・
３
０
０
０
一

云
、
十
六
・
３
８
０
４
な
ど
に
見
ら
れ
る４

）
。

巻
十
・
２
０
３
９

〇
恋
し
け
く

日
長
き
も
の
を

逢
ふ
べ
か
る

夕
だ
に
君
が

来
ま
さ

ざ
る
ら
む
（
夕
谷
君
之

不
来
益
有
良

）

﹇
萬
葉
十
・
２
０
３
９

秋
の
雑
歌

七
夕
﹈

に
つ
い
て
、
全
集
注
に
、

◇
夕
ダ
ニ
の
下
に
ナ
ニ
シ
カ
モ
（
何
故
に
）
の
よ
う
な
疑
問
副
詞
が
省
略

さ
れ
て
い
る
。

と
言
い
、「
な
ぜ
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
の
だ
ろ
う
」
と
訳
す
（
新
大
系
で
も
、

同
様
、「
あ
な
た
は
ど
う
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
の
だ
ろ
う
」
と
訳
す
）。
古

今
和
歌
集
で
あ
れ
ば
そ
の
よ
う
な
解
釈
も
可
能
で
は
あ
ろ
う
が
、
こ

こ
は
、
連
体
形
止
め
で
「
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
こ
と
よ
」
と
訳
せ
ば
、

嘆
き
が
よ
り
深
く
な
る
。
巻
十
一
・
２
５
５
９

〇
昨
日
見
て

今
日
こ
そ
隔
て

吾
妹
子
が

こ
こ
だ
く
継
ぎ
て

見
ま

く
欲
し
き
も
（
吾
妹
子
之

幾
許
継
手

見
巻
欲
毛
）

﹇
萬
葉
十
一
・
２
５
５
９

正
述
心
緒
﹈

の
全
集
注

◇
第
三
句
の
上
に
ナ
ニ
シ
カ
モ
の
よ
う
な
疑
問
副
詞
が
あ
る
と
わ
か
り
や

す
い
。
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も
同
じ
で
（
全
集
訳
「
な
ぜ
あ
の
娘
に

こ
う
も
続
け
て

逢
い
た
い
の
だ
ろ

う
」、
新
大
系
訳
「
ど
う
し
て
我
妹
子
に
こ
う
も
続
け
て
逢
い
た
い
の
か
」）
、

「
昨
日
逢
っ
て
今
日
は
逢
わ
な
い
で
い
る
け
れ
ど
、
あ
の
人
に
こ
ん

な
に
も
続
け
て
逢
い
た
い
こ
と
だ
よ
」
と
詠
嘆
に
訳
す
の
が
よ
い
。

二
・
二

に

〇
か
く
の
み
に

あ
り
け
る
も
の
を

猪
名
川
の

奥
を
深
め
て

吾
が

思
へ
り
け
る
（
吾
念
有
来
）

﹇
萬
葉
十
六
・
３
８
０
４

有
由
縁
﹈

を
あ
げ
、
新
大
系
に
、

◇
結
句
、
係
り
結
び
で
は
な
い
が
、
主
格
助
詞
「
が
」
が
あ
る
の
で
連
体

形
で
止
め
る
。

と
注
す
る
こ
と
を
述
べ
た
。「
係
り
結
び
で
は
な
い
が
」
と
断
っ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
係
り
結
び
を
ゾ
・
ナ
ム
・
ヤ
・
カ
を
連
体
形
で

結
び
、
コ
ソ
を
已
然
形
で
結
ぶ
も
の
に
限
定
し
た
の
は
、
明
治
以
後

の
学
校
文
法
で
あ
る
。
主
格
助
詞
「
ガ
」
を
用
い
た
場
合
に
、
連
体

形
で
止
め
る
の
は
、
広
い
意
味
で
の
係
り
結
び
で
あ
る
。「
吾
が
立

ち
濡
れ
し
」
｜
「
立
っ
て
い
る
私
は
す
っ
か
り
濡
れ
て
し
ま
っ
た
」、

「
ガ
」
は
、
ひ
そ
か
に
別
れ
を
告
げ
に
来
た
弟
を
思
い
、
い
つ
ま
で

も
そ
の
場
に
立
ち
尽
く
す
姉
の
慟
哭
を
一
言
で
表
現
す
る
強
い
こ
と

ば
で
あ
る
。
右
に
あ
げ
た
十
一
首
も
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
ガ
」
は
係
助
詞
と
し
て
、
そ
の
句
を
強
く
指
示
す
る
働
き
も
も
つ

の
で
あ
る
。
こ
れ
を

特
指

と
名
付
け
る
。

以
上
、

二

で
は
上
代
の
ガ
に
、
同
格
の
ガ
・
対
象
を
指
し
示

す
ガ
・
特
指
の
ガ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
対
象
を
指
し
示

す
ガ
に
は
、「
見
が
欲
し
」「
妹
が
見
ま
く
欲
し
」
な
ど
願
望
の
対
象

を
指
し
示
す
も
の
、「
君
が
見
ゆ
」「
妹
が
思
ほ
ゆ
」
な
ど
自
発
の
対

象
を
指
し
示
す
も
の
、「
見
え
ぬ
」
な
ど
不
可
能
の
対
象
を
指
し
示

す
も
の
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
は
連
体
格
・
主
格
の
ガ
・
ノ
の
使

い
分
け
に
応
じ
て
使
い
分
け
ら
れ
、
特
別
に
そ
の
物
・
人
を
指
す
の

で
は
な
い
場
合
に
は
、
シ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

１
、
「
見
が
欲
し
」
の
対
象
を
シ
で
指
し
示
す
も
の
が
あ
る

「
見
ま
く
欲
り
す
」
の
対
象
を
「
ヲ
」
で
指
し
示
す
も
の
が
あ
る

「
見
ま
く
欲
し
」
の
対
象
を
「
ガ
」
で
指
し
示
し
て
い
る
も
の
が
あ
る

ガ
で
指
し
示
す
も
の
は
、
の
ち
の
時
代
の
「
絵
が
見
た
い
」
な
ど
の
表

現
に
繫
が
る

２
、
「
夢
ニ
見
ユ
」
に
お
い
て
、
夢
を
見
る
主
体
を
示
す
表
現
は
、「
吾
に
」
の

よ
う
に
「
ニ
」
で
あ
る

「
夢
に
見
る
」
対
象
は
「
ヲ
」
で
示
す

「
夢
に
見
ゆ
」
の
対
象
は
「
シ
」「
ガ
」「
ノ
」
で
示
す

「
面
影
に
見
ゆ
」
の
対
象
は
不
表
示
と
「
シ
」
で
示
す
も
の
が
あ
る
。

「
見
ゆ
」
の
否
定
形
「
見
え
ぬ
」
の
対
象
は
「
ガ
」
で
示
す

３
、
「
思
ほ
ゆ
」
に
お
い
て
、
思
う
主
体
を
示
す
表
現
は
、「
吾
に
」
の
よ
う
に

「
ニ
」
で
あ
る

現
代
語
で
は
「
私
に
は
思
わ
れ
る
」
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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「
思
ほ
ゆ
」
の
対
象
は
不
表
示
の
も
の
と
「
ハ
」「
シ
」「
ガ
」「
ノ
」
で
示

す
も
の
が
あ
る

こ
れ
は
、
現
代
語
の
「
故
郷
が
思
わ
れ
る
」「
母
が
思
わ
れ
る
」
な
ど
に

当
た
る
。

シ
は
、
次
に
述
べ
る
中
世
の
用
例
に
は
ま
っ
た
く
あ
ら
わ
れ
な
い
。

平
安
期
に
助
詞
・
助
動
詞
が
発
達
す
る
と
、
シ
は
強
調
の
助
詞
と
し

て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
上
代
に
み
ら
れ
る
格
助
詞
的
な
用
い

ら
れ
方
は
衰
退
す
る
。
ノ
も
連
体
格
の
用
法
が
広
く
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
そ
こ
で
、
対
象
を
指
し
示
す
助
詞
は
、
ガ
の
専
一
と
な
る
。

三

平
安
期
か
ら
江
戸
期
の
ガ

平
安
期
に
な
る
と
、
ガ
は
連
体
格
の
も
の
は
減
少
し
、
ノ
と
と
も

に
句
の
中
の
主
格
を
あ
ら
わ
す
も
の
や
、
接
続
助
詞
と
し
て
用
い
ら

れ
る
も
の
が
多
く
な
る
。
ノ
は
句
の
中
の
主
格
を
あ
ら
わ
す
も
の
、

連
体
格
を
あ
ら
わ
す
も
の
が
多
く
な
る
。
ま
た
、
シ
は
強
め
の
副
助

詞
と
な
っ
て
い
く
。
中
世
に
な
る
と
、
ガ
・
ノ
は
言
い
切
り
の
文
の

中
の
主
格
を
あ
ら
わ
す
こ
と
も
増
え
て
い
く
。

中
世
の
口
語
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
〞
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｏ

Ｆ

Ａ
Ｂ
Ｖ
Ｌ
Ａ
Ｓ
〝（『
エ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス

天
草
版
イ
ソ
ホ
物
語
』）

の
中
で
は
、

〇
…h

o
tte

m
iru
n
i
m
o
n
jin
o

g
o
to
k
u
,
q
u
a
b
u
n
n
o

v
o vg
o
n
g
a

m
iy
eta

.

﹇
四
一
九
頁
﹈

（
…
掘
っ
て
み
る
に
文
字
の
ご
と
く
、
過
分
の
黄
金
が
見
え
た
。）

〇
…d
a
ijin

o
d
eq
eo
to

v
o
m
o
ta

ca
ta
u
a
d
a
iji

n
o vte,

v
o
m
o
in
o
-

fo
ca
n
o
ca
ta
y
o
ri
d
a
ijig

a
v
o
co
tta
to
y
u vte

x
in
d
a
.﹇

四
九
四
頁
﹈

（「
…
大
事
の
出
来
う
と
思
う
た
方
は
大
事
な
う
て
、
思
い
の
ほ
か
よ

り
大
事
が
起
こ
っ
た
」
と
ゆ
う
て
死
ん
だ
。）

〇q
eccu

fito
y
o
ri

a
q
in
i
n
a
n
n
i
v
o
co
to
g
a
v
o
u
o
i.

﹇
四
九
八
頁
﹈

（
結
句
人
よ
り
先
に
難
に
遭
う
こ
と
が
多
い
。）

〇
…y

a
y
a
m
o
u
reb

a
cu
ch
izu

a
m
in
i
v
o
ca
m
en
o

q
u
ru

zo
to

a
q
eb
u
fo
d
o
n
i,

…

﹇
四
八
九
頁
﹈

（
や
や
も
す
れ
ば
、
口
ず
さ
み
に
「
狼
の
来
る
ぞ
」
と
叫
ぶ
ほ
ど
に
、

…
）

「
黄
金
が
見
え
た
」「
大
事
が
起
こ
っ
た
」「
難
に
遭
う
こ
と
が
多

い
」「
狼
の
来
る
ぞ
」
な
ど
多
数
あ
る
。

江
戸
期
の
も
の
で
は
、

〇
と
か
く
吉
原
は
黒
仕
立
が
よ
い
。

﹇
遊
子
方
言

三
九
頁
﹈

〇
此
中
の
新
酒
は
、
あ
ん
ま
り
水
の
交
よ
ふ
が
す
く
な
い
。

﹇
東
海
道
中
膝
栗
毛

六
八
頁
﹈

〇
モ
シ
お
ゆ
が
わ
き
ま
し
た
。

﹇
東
海
道
中
膝
栗
毛

七
二
頁
﹈

〇
こ
れ
に
段
々
、
こ
う
し
や
く
の
、
あ
る
事
〔
こ
つ
〕
た
。

﹇
遊
子
方
言

三
九
頁
﹈

「
黒
仕
立
が
よ
い
」「
水
の
交
よ
ふ
が
す
く
な
い
」「
お
ゆ
が
わ
き
ま
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し
た
」「
こ
う
し
や
く
の
あ
る
事
た
」
な
ど
、
現
代
と
変
わ
ら
ぬ
使

い
方
で
あ
る
。

ま
た
、『
エ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
で
は
、「
あ
る
」「
な
い
」
の
主

格
が
「
ガ
」
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

〇E
V
R
O
P
A
n
o
v
ch
i
P
h
rig
ia
to
y
u v
cu
n
in
o
T
ro
ia
to
y
u v
jo vrin

o

q
in
p
en
n
i
A
m
o
n
ia
to
y
u v
a
to
g
a
v
o
g
ia
ru
.

﹇
四
〇
九
頁
﹈

（
エ
ウ
ロ
パ
の
う
ち
ヒ
リ
ジ
ア
と
ゆ
う
国
の
ト
ロ
ヤ
と
ゆ
う
城
裡
の
近

辺
に
ア
モ
ニ
ヤ
と
ゆ
う
里
が
お
ぢ
ゃ
る
。）

〇u
d
en
i
y
o
m
eirig

a
co
n
m
io vn

ich
in
o
v
ch
in
i
a
ru
:

﹇
四
二
四
頁
﹈

（
す
で
に
嫁
入
り
が
今
明
日
の
う
ち
に
あ
る
。）

〇T
o
rito

,
q
ed
a
m
o
n
o
n
o

n
a
ca
g
a

fu
u
a
n
i
n
a
tte,

q
iu vx

en
n
i

v
o
y
o
b
u
co
to
g
a
a
tta
.

﹇
四
六
〇
頁
﹈

（
鳥
と
獣
の
仲
が
不
和
に
な
っ
て
、
弓
箭
に
及
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
。）

〇m
itçu

q
im
o
n
o
u
o

a
a
g
u
eo

co
to
u
a

o
n
o
iu
a
reg

a
n
a
ito
y
u
te,

…

﹇
四
二
八
頁
﹈

（「
貢
物
を
捧
げ
う
こ
と
は
そ
の
謂
れ
が
な
い
」
と
ゆ
う
て
、
…
）

〇A
ren

i
n
ig
u
eo

d
o
rig
a
n
a
ito

co
co
ro
n
i
v
o
m
o
g
a
,

…

﹇
四
九
三
頁
﹈

（「
…
あ
れ
に
逃
げ
う
道
理
が
な
い
と
心
に
思
う
が
、
…
」）

「
ア
モ
ニ
ア
と
ゆ
う
里
が
お
ぢ
ゃ
る
」「
嫁
入
り
が
今
明
日
の
う
ち

に
あ
る
」「
弓
箭
に
及
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
」「
そ
の
謂
れ
が
な
い
」

「
道
理
が
な
い
」
な
ど
で
あ
る
。
江
戸
期
の

〇
こ
ゝ
に
ひ
と
つ
は
か
り
ご
と
が
あ
る
。﹇

東
海
道
中
膝
栗
毛

六
〇
頁
﹈

〇
村
は
づ
れ
に
、
茶
や
が
弐
軒
あ
る
と
こ
ろ
が
あ
る

﹇
東
海
道
中
膝
栗
毛

六
五
頁
﹈

「
は
か
り
ご
と
が
あ
る
」「
茶
や
が
弐
軒
あ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
」
も

同
じ
で
あ
る
。「
が
あ
る
」「
が
な
い
」
は
現
代
語
で
も
用
い
る
も
の

で
あ
る
が
、
平
安
期
に
は
、

〇
む
か
し
、
お
〔
を
〕
と
こ
あ
り
け
り
。

﹇
伊
勢
物
語
九
﹈

〇
お
〔
を
〕
と
こ
、
血
の
涙
を
な
が
せ
ど
も
、
と
ゞ
む
る
よ
し
な
し
。

﹇
伊
勢
物
語
四
十
﹈

の
よ
う
に
主
格
の
助
詞
を
あ
ら
わ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

〇
む
か
し
、
あ
る
所
に
、
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
あ
っ
た
と
さ
。

お
じ
い
さ
ん
は
山
に
柴
刈
に
、
お
ば
あ
さ
ん
は
川
に
洗
濯
に
行
っ
た
と

さ
。

の
「
ガ
」
と
「
ハ
」
の
違
い
を
云
々
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。「
ハ
」
は
「
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
の
う
ち
、
お
じ
い
さ

ん
の
ほ
う
は
」「
お
ば
あ
さ
ん
の
ほ
う
は
」
と
、「
他
と
区
別
」
し
て

取
り
出
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。『
エ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
の
時
代

で
あ
れ
ば
、「
ガ
」
は
「
あ
る
」
と
結
び
つ
い
て
存
在
を
あ
ら
わ
す

こ
と
ば
で
あ
る
。
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所
有
の
「
な
い
」
の
場
合
も
、

〇n
a
n
g
in
i
to
g
a
g
a
n
a
i,

﹇
四
三
〇
頁
﹈

（
汝
に
咎
が
な
い
。）

〇v
a
ren

iu
a
x
u
jin
g
a
n
a
i,
jiy
u vn
o
m
i
g
ia
to
y
u vte

…﹇
四
一
四
頁
﹈

（「
わ
れ
に
は
主
人
が
な
い
。
自
由
の
身
ぢ
ゃ
」
と
ゆ
う
て
…
）

「
汝
に
咎
が
な
い
」「
わ
れ
に
は
主
人
が
な
い
」
の
よ
う
に
、「
ガ
」

を
用
い
て
い
る
。
そ
の
所
有
者
は
「
汝
に
」「
わ
れ
に
は
」
の
よ
う

に
「
ニ
」「
ニ
ハ
」
で
あ
ら
わ
す
。
江
戸
期
の
も
の
に
も
、

〇
銭
が
な
い
と
い
へ
ば
、
お
れ
が
丸
角
ゐ

あ
つ
ら
へ
て
お
ゐ
た
、
花
が
ん

袋
が
あ
る
。

﹇
遊
子
方
言

三
九
頁
﹈

な
ど
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、

〇M
in
o
ta
m
e
b
a
ca
riu
o
v
o
m
o
te,

ta
n
in
n
i
a
ta
u
o
n
a
u
m
o
n
o
u
a
,

o
n
o
m
u
cu
iu
o
n
o
g
a
ru
ru

co
to
g
a
ca
n
a
u
a
n
u
:

﹇
四
九
八
頁
﹈

（
身
の
た
め
ば
か
り
を
思
う
て
、
他
人
に
仇
を
為
す
者
は
、
そ
の
報
い

を
逃
る
る
こ
と
が
、
か
な
わ
ぬ
。）

〇v
a
re
m
eu
o
fito

tçu
m
o
ch
ita
reb

a
,
b
ex
x
ite

y
o
jin
g
a
y
tta

co
to

g
ia
to

…

﹇
四
九
四
頁
﹈

（「
わ
れ
眼
を
ひ
と
つ
持
ち
た
れ
ば
、
別
し
て
用
心
が
要
っ
た
こ
と
ぢ

ゃ
」
と
…
）

〇
手
が
な
く
ち
や
ア
お
ま
ん
ま
が
く
は
れ
ね
へ

﹇
東
海
道
中
膝
栗
毛

五
九
頁
﹈

「
逃
る
る
こ
と
が
か
な
わ
ぬ
」「
用
心
が
要
っ
た
こ
と
ぢ
ゃ
」「
お
ま

ん
ま
が
く
は
れ
ね
へ
」
の
よ
う
に
、
可
能
・
必
要
を
あ
ら
わ
す
例
も

あ
り
、〇

…co
co
ro
n
o
v
ch
in
iu
a
y
ch
id
a
n
to

fu
ca
i
g
o
ta
ix
etn

o
fo
d
o
u
o

y
o
ro
co
b
u
teig

a
m
iy
ete

g
o
za
tta
to
m
o vx
ita
.

﹇
四
二
一
頁
﹈

（「
…
心
の
う
ち
に
は
一
段
と
深
い
御
大
切
の
ほ
ど
を
喜
ぶ
体
が
見
え

て
ご
ざ
っ
た
、
と
申
し
た
。）

〇co
reg

a
fu
x
in
n
i
v
o
m
o
u
a
ru
ru
to
y
u
:

﹇
四
九
三
頁
﹈

（「
…
こ
れ
が
不
審
に
思
わ
る
る
」
と
ゆ
う
。）

「
喜
ぶ
体
が
見
え
て
ご
ざ
っ
た
」「
こ
れ
が
不
審
に
思
わ
る
る
」
の

よ
う
に
、
自
発
の
対
象
を
「
ガ
」
で
あ
ら
わ
す
例
も
あ
る
。

二

に
も
述
べ
た
ご
と
く
、
こ
れ
ら
は
萬
葉
の
時
代
か
ら
見
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。

こ
れ
ら
自
発
・
可
能
・
必
要
の
対
象
を
指
し
示
す
ガ
が
、
形
容
詞

の
対
象
と
並
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

形
容
詞

花
が
美
し
い

私
は
花
を
美
し
い
と
思
う
…
私
は
思
う

花
が
美
し
い

…
花
の
属
性
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自
発

山
が
見
え
る

山
を
見
る

…
私
に
は
見
え
る

山
が
見
え
る

…
山
の
状
態

不
可
能

山
が
見
え
な
い

山
を
見
る

…
私
に
は
見
え
な

い

山
が
見
え
な
い

…
山
の
状
態

必
要

お
金
が
要
る

お
金
を
必
要
と
す
る

…
私
に
は
必
要
で

あ
る

お
金
が
要
る

…
懐
の
具
合

の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
が
、
主
観
的
な
私
の
動
作
と
、
客
観
的
な
も
の

ご
と
の
様
相
・
状
態
を
、
同
時
に
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。

四

現
代
の
ガ

対
象
語
と
言
わ
れ
て
い
る

ａ

水
が
飲
み
た
い
。

は
、

ｂ

水
を
飲
み
た
い
。

と
交
代
可
能
な
場
合
も
あ
る
が
、「
ほ
か
で
も
な
い
。
コ
ー
ヒ
ー
で

は
な
く
水
が
飲
み
た
い
の
だ
」
と
い
う
場
合
は
、「
ガ
」
は
「
水
」

を
特
別
に
指
し
て
い
る
。「
水
を
」
は
「
飲
む
」
の
目
的
語
で
あ
る

か
ら
「
水
を
飲
む
」
が
結
び
つ
く
。「
水
が
」
は
「
飲
む
」
と
結
び

つ
か
な
い
た
め
「
タ
イ
」
と
結
び
つ
い
て
「
飲
み
た
い
」
が
ひ
と
ま

と
ま
り
に
な
り
、「
水
が
」
は
「
飲
み
た
い
も
の
」
を
指
し
示
す
。

こ
の
「
ガ
」
は
係
助
詞
で
あ
る
。

ｃ

「
あ
れ
、
太
郎
に
渡
し
て
く
れ
た
？
」

「
何
を
？
」

の
「
何
を
」
は
「
渡
す
」
の
目
的
語
で
あ
る
。
が
、

ｄ

「
あ
れ
、
太
郎
に
渡
し
て
く
れ
た
？
」

「
何
が
？
」

の
よ
う
な
会
話
も
成
り
立
つ
。「
何
が
？
」
は
「
何
の
こ
と
を
言
っ

て
い
る
の
か
？
」
の
意
味
で
あ
る
。「
ガ
」
は
そ
の
「
何
」
を
特
に

指
す
言
葉
で
あ
る
。

現
代
語
で
、

ｅ

私
は
山
田
で
す
。

と

ｆ

私
が
山
田
で
す
。

と
を
較
べ
た
場
合
、
ｅ
が
そ
の
場
に
居
る
人
々
の
中
で
「
私
」
を
取

り
出
し
て
、
自
己
紹
介
し
て
い
る
の
に
対
し
、
ｆ
は
た
と
え
ば
相
手
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が
「
山
田
さ
ん
」
を
探
し
て
い
る
と
き
に
、「
私
」
を
特
に
指
す
も

の
で
あ
る
。「
ハ
」
は
対
比
的
に
提
示
し
た
り
、
強
め
た
り
す
る
働

き
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、「
ガ
」
は
特
に
指
す
こ
と
が
そ
の
役
割

で
あ
る
。「
ハ
」
に
は

ｇ

私
、
う
れ
し
い
わ
。

の
よ
う
な
終
助
詞
に
な
る
も
の
も
あ
る
が
、「
ガ
」
に
も

ｈ

そ
れ
は
間
違
い
だ
が
。
そ
れ
は
間
違
い
じ
ゃ
が
。

の
よ
う
な
終
助
詞
に
な
る
も
の
も
あ
る
。
ｆ
や
ｈ
の
場
合
の
「
ガ
」

は
係
助
詞
（
Ｕ
終
助
詞
）
と
い
っ
て
よ
い
。

近
年
、「
ハ
」
と
「
ガ
」
の
違
い
を
論
ず
る
説
が
種
々
あ
る
が
、

ガ
と
ノ
と
の
間
で
、
連
体
格
の
場
合
と
主
格
の
場
合
の
機
能
の
違
い

を
論
じ
、
ガ
と
ハ
と
の
間
で
、
係
助
詞
と
し
て
の
役
割
の
違
い
を
論

じ
れ
ば
、
す
っ
き
り
す
る
の
で
は
な
い
か
。
係
助
詞
と
し
て
、

ハ
…
対
比
的
に
提
示

ガ
…
特
指

と
考
え
る
。

注１
）

有
來

舊
訓
「
タ
ノ
ミ
タ
リ
ケ
ル
」
と
よ
め
る
を
童
蒙
抄
に
「
タ

ノ
ミ
タ
リ
ケ
リ
」
と
よ
め
り
。
按
ず
る
に
「
ケ
ル
」
と
と
ぢ
む
る
時
は

普
通
は
上
に
「
ゾ
」「
ナ
モ
」「
ヤ
」「
カ
」
の
係
助
詞
あ
る
べ
し
。
こ

れ
ら
な
く
し
て
「
ケ
ル
」
と
と
ぢ
む
る
こ
と
は
萬
葉
時
代
に
て
は
極
め

て
異
例
な
り
。
然
れ
ど
も
、
巻
二
十
「
四
四
九
六
」
に
「
宇
良
賣
之
久

伎
美
波
母
安
流
加
夜
度
乃
烏
梅
能
知
利
須
具
流
麻
泥
美
之
米
受
安
利
家

流
ウ
ラ
メ
シ
ク
キ
ミ
ハ
モ
ア
ル
カ
ヤ
ド
ノ
ウ
メ
ノ
チ
リ
ス
グ
ル
マ
デ
ミ

シ
メ
ズ
ア
リ
ケ
ル
」
の
如
き
も
の
全
く
な
き
に
も
あ
ら
ず
。
今
、
こ
の

處
は
感
慨
を
寓
す
る
所
な
れ
ば
「
ケ
ル
」
と
よ
み
た
る
方
よ
か
る
べ
し
。

こ
の
故
に
舊
訓
に
隨
ふ
。（
山
田
孝
雄
『
復
刻
限
定
版

萬
葉
集
講
義

巻
第
三
』
宝
文
館
出
版

一
九
七
〇
年

復
刻
版
発
行

三
・
４
７

０
）

２
）

こ
れ
は
「
大
船
を

漕
ぎ
わ
が
行
け
ば
（
許
芸
和
我
由
気
婆
）」（
十

五
・
３
６
２
７
）
な
ど
と
同
じ
、
北
方
言
語
・
ア
ル
タ
イ
諸
言
語
に
見

ら
れ
る
人
称
接
辞
と
類
似
の
語
法
で
あ
る
。（
拙
著
『
日
本
語
の
な
り

た
ち
』
二
〇
〇
三
年

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

二
六
三
頁
）

３
）

其
レ
ニ
、
孫
ニ
候
フ
男
ノ
、
今
年
蔵
司
ノ
小
使
ニ
テ
罷
リ
渡
リ
候
ツ

ル
也
。
其
レ
ガ
極
テ
見
マ
欲
ク
思
給
ヘ
候
シ
カ
バ
、
罷
出
テ
見
給
ヘ
ム

ト
思
給
ヘ
シ
ニ
、
…
。（
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語

五
』
一
九
九
六
年

巻
第
三
十
一

賀
茂
祭
日
一
条
大
路
立
札
見
物
翁

語

第
六

四
五
一
頁

底
本
は
蓬
左
文
庫
蔵
本
）

４
）

○
吾
が
背
子
を

大
和
へ
遣
る
と

さ
夜
ふ
け
て

暁
露
に

吾
が

立
ち
濡
れ
し
（
吾
立
所
霑
之
）﹇

萬
葉
二
・
１
０
５

大
伯
皇
女
﹈

○
大
船
の

津
守
が
占
に

告
ら
む
と
は

ま
さ
し
く
知
り
て

我

が
二
人
寝
し
（
我
二
人
宿
之
）﹇

萬
葉
二
・
１
０
９

大
津
皇
子
﹈

○
楽
浪
の

志
賀
さ
ざ
れ
波

し
く
し
く
に

常
に
と
君
が

思
ほ

せ
り
け
る
（
常
丹
跡
君
之

所
念
有
計
類
）

﹇
萬
葉
二
・
２
０
６

置
始
東
人
﹈

○
間
な
く

恋
ふ
れ
に
か
あ
ら
む

草
ま
く
ら

旅
な
る
君
が

夢
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に
し
見
ゆ
る
（
客
有
公
之

夢
尓
之
所
見
）

﹇
萬
葉
四
・
６
２
１

佐
伯
宿
祢
東
人
の
妻
」

○
網
児
の
山

五
百
重
隠
せ
る

佐
堤
の
崎

小
網
延
へ
し
子
が

夢
に
し
見
ゆ
る
（
左
手
蝿
師
子
之

夢
二
四
所
見
）

﹇
萬
葉
四
・
６
６
２

市
原
王
﹈

○
恋
し
け
く

日
長
き
も
の
を

逢
ふ
べ
か
る

夕
だ
に
君
が

来

ま
さ
ざ
る
ら
む
（
夕
谷
君
之

不
来
益
有
良

）

﹇
萬
葉
十
・
２
０
３
９

秋
の
雑
歌
﹈

○
は
だ
す
す
き

穂
に
は
咲
き
出
ぬ

恋
を
吾
が
す
る
（
恋
乎
吾

為
）

玉
か
ぎ
る

た
だ
一
目
の
み

見
し
人
ゆ
ゑ
に

﹇
萬
葉
十
・
２
３
１
１

秋
の
相
聞
﹈

○
山
科
の

木
幡
の
山
を

馬
は
あ
れ
ど

徒
歩
よ
り
吾
が
来
し

（
歩
吾
来
）

汝
を
思
ひ
か
ね
て

﹇
萬
葉
十
一
・
２
４
２
５

寄
物
陳
思
﹈

○
山
川
に

筌
を
伏
せ
て

守
り
も
あ
へ
ず

年
の
八
歳
を

吾
が

ぬ
す
ま
ひ
し
（
吾
窃

師
）
﹇
萬
葉
十
一
・
２
８
３
２

譬
喩
﹈

○
か
く
の
み
に

あ
り
け
る
君
を

衣
な
ら
ば

下
に
も
着
む
と

吾
が
思
へ
り
け
る
（
吾
念
有
家
留
）

﹇
萬
葉
十
二
・
２
９
６
４

寄
物
陳
思
﹈

○
魂
合
は
ば

相
寝
る
も
の
を

小
山
田
の

鹿
猪
田
守
る
ご
と

母
し
守
ら
す
も

一
云
「
母
が
守
ら
し
し
（
母
之
守
之
師
）」

﹇
萬
葉
十
二
・
３
０
０
０

寄
物
陳
思
﹈

○
か
く
の
み
に

あ
り
け
る
も
の
を

猪
名
川
の

奥
を
深
め
て

吾
が
思
へ
り
け
る
（
吾
念
有
来
）

﹇
萬
葉
十
六
・
３
８
０
４
﹈。
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